
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１　新あたらしい自じ分ぶんになる！







　ママに借かりたパソコンをオンにして、大おおきく深しん呼こ吸きゅうする。

　画が面めんが明あかるくなると、キーボードに手てを置おいた。

　きょうは私し立りつ流りゅう星せい学がく園えん中ちゅう等とう部ぶの合ごう格かく発はっ表ぴょうの日ひ。時じ間かんきっかりに、発はっ表ぴょうのサイトにアクセスする。

　まずは受じゅ験けん番ばん号ごうを入にゅう力りょく。次つぎに生せい年ねん月がっ日ぴを、ゆっくりと入にゅう力りょくした。

　サイトが開ひらくなり、思おもわず目めをとじた。

　どうか、どうか、合ごう格かくしていますように……。

　そーっと目めを開ひらくと、そこに飛とびこんできたのは、『このたびは、残ざん念ねんながら不ふ合ごう格かくとなり……』の文も字じ。

「えっ！」

　小ちいさく声こえをあげる。思おもわず、体からだが固かたまった。

「そ、そんな!!」

　信しんじられない。まさか不ふ合ごう格かくだなんて。だって、がんばったんだもん。試し験けんだって、かなりできたんだから。

　これが最さい後ごの合ごう格かく発はっ表ぴょう。ほかの学がっ校こうは落おちている。

　くやしくて、悲かなしくて、涙なみだも出でてこない。

　よかった。きょうはパパもママも、うちにいなくて。そばでなぐさめられたら、かえってつらくなるから。

　つくえの前まえのかべにはってある二枚まいの半はん紙しの文も字じが目めに飛とびこんできた。去きょ年ねんのお正しょう月がつに書かき初ぞめしたものだ。

『必ひっ勝しょう！　流りゅう星せい学がく園えんに合ごう格かく！』『中ちゅう学がく生せいになったら、新あたらしい自じ分ぶんになる!!』

　すぐさま半はん紙しをはがし、くしゃくしゃに丸まるめてゴミ箱ばこにすてた。

　ベッドにあおむけになると、涙なみだがこぼれる。

　なんで落おちちゃったんだろう……。あんなにがんばったのに……。

　まくらをだきかかえて、顔かおをうずめた。涙なみだがあふれてくる。

　あたし──黒くろ沢さわ花はな美びの、私し立りつ中ちゅう学がく入にゅう学がくの夢ゆめは断たたれた。

「結けっ局きょく、区く立りつ中ちゅう学がくに行いくしかないんだ……。」

　思おもい出だしたくもない顔かおがうかんできた。小こ林ばやし也や哉や子こだ。

　ヤヤコとは三年ねん生せいになったときから、ずっと同おなじクラスだった。

　クラスのリーダー的てきな存そん在ざいで、アイドルグループのセンターで歌うたってる子こに似にていることもあって、クラスの人にん気き者もの。いつも取とり巻まきがいた。

　そのせいもあってか、ヤヤコは自じ分ぶんの気きに入いらない人ひとはあからさまに無む視ししたり、悪わる口ぐちを言いったりした。

　あたしがきらわれるようになったのは、五年ねん生せいのときの運うん動どう会かいがきっかけだった。

　ヤヤコとあたしは同おなじ赤あか組ぐみになった。どの競きょう技ぎでもヘマをしたり、みんなからおくれたりするあたしに、ヤヤコはかなりイラついて、

「あんたみたいな運うん動どうオンチは見みたこともないわ！　信しんじらんない！」

　大おおげさにおどろいた表ひょう情じょうで言いった。

　実じっ際さい、あたしは運うん動どうが苦にが手て。動うごきだってニブい。あたしの最さい大だいのコンプレックスだ。だけど、まさかこれほどバカにされるとは思おもわなかった。

　それからというもの、あたしを見みると、あからさまに笑わらったり、ほかの子こたちとヒソヒソ話ばなしをしたりした。くつや体たい操そう着ぎをかくされたこともある。

　みんなもヤヤコがこわいのか、いっせいにあたしをさけるようになった。それまで仲なか良よしだった高たか見み沢ざわ優ゆうだって、いつしかあたしをさけるようになった。

　それからあたしは学がっ校こうでずっとひとりぼっち。遠えん足そくもひとりきりで行こう動どうした。

　だから、具ぐ合あいが悪わるいと言いって、ちょくちょく学がっ校こうを休やすんだ。なるべく目め立だたないように、ひっそりとすごすことに一いっ生しょう懸けん命めいだった。

　五年ねん生せいの年ねん末まつごろ、ヤヤコたちが中ちゅう学がくについて話はなしているのを耳みみにした。

「中ちゅう学がくは地じ元もとの区く立りつに行いくよ。みんなもいっしょに行いけたらいいね。」

　あたしの耳みみがピンと立たった。ヤヤコは区く立りつに行いくんだ……。

　ヤヤコが区く立りつに行いくなら、あたしは私し立りつを目め指ざそう！

　よ～し、ようやくヤヤコとはなれられる。そしたら、今いまみたいに息いきをひそめて教きょう室しつにいる目め立だたない地じ味みなあたしじゃなく、明あかるく元げん気きな新あたらしい自じ分ぶんに生うまれ変かわろう！

　そう、あたしだって、ヤヤコに会あうまではもっと元げん気きだったはずだもん。

　まるで希き望ぼうの光ひかりが差さしこんできたみたいだった。だから一いっ生しょう懸けん命めい勉べん強きょうした。塾じゅくにもまじめに行いったし、こんなにもウキウキした気き分ぶんで勉べん強きょうしたのは、はじめてだった。

　成せい績せきはぐんぐん上あがった。今こん回かい受じゅ験けんした三つの中ちゅう学がくは、どこも合ごう格かく圏けん内ないだった。

　それなのに……。




　落おちこんだ気き分ぶんのまま、春はる休やすみが終おわり、いよいよ中ちゅう学がくの入にゅう学がく式しきの日ひがやってきた。

　うちのマンションから歩あるいて五分ふん程てい度どの道みちのりも、やけに長ながく感かんじられる。残のこり少すくなくなった桜さくらの花はなびらが涙なみだのように舞まい落おちてくる。

　門もんをくぐると、校こう舎しゃの前まえに掲けい示じ板ばんがあり、そこに新しん入にゅう生せいたちの名な前まえがクラス別べつにはり出だされていた。その前まえには、紺こん色いろの制せい服ふくの群むれがいる。

　ヤヤコとだけは、同おなじクラスになりませんように！

　あたしの名な前まえは、三組くみにあった。そして、見みつけてしまった。三組くみの中なかに書かかれたヤヤコの名な前まえを。

　空くう気きがぬけるみたいに、シューッといっきに心こころがしぼむ。もう終おわり……。

　あたしはまたここで、息いきをひそめるようにして、生いきていくしかないんだ。

「ハナビじゃないの。」

　背はい後ごから、聞きき覚おぼえのある、ぜったいに聞ききたくない声こえがふりかかってくる。

「よかった～。また同おなじクラスね……。」

　ゆっくりとふり向むくと、ヤヤコがニヤニヤしながら立たっていた。

「あっ。」

　どうしよう。言こと葉ばが出でてこない。

「よろしくね～。」

　ヤヤコは楽たのしそうに言いい、さっと校こう舎しゃの中なかに入はいっていった。
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　結けっ局きょく、同おなじクラスに、小しょう学がっ校こうのときからのヤヤコの取とり巻まきの子こはいなかった。

　けれど、ホッとしたのもつかのま、ヤヤコはほんの数すう日じつでほかの小しょう学がっ校こうから来きた数すう人にんとグループを作つくった。

　さっそく、そのグループの子こたちと、あたしのほうを見みて笑わらったり、こそこそ話はなしたりしはじめる。またか……。

　こんなとき、あたしは思おもわず顔かおをふせる。小しょう学がっ校こうのときからそうだった。

　目めが合あうのがいやなんだ。どんな表ひょう情じょうをしたらいいのか、わからないんだもん。

　新あたらしい友ともだちを作つくることは、とっくにあきらめている。

　だって、ヤヤコが近ちかくにいるかぎり、せっかく仲なか良よくなっても、結けっ局きょくみんなはなれていっちゃうんだもん。ユウのように……。

　だけど、ひそかに決きめていることがある。

　ヤヤコがあたしをいじめるきっかけとなったのは運うん動どう会かいで、あたしのニブいところやトロいところが気きに入いらなかったのだとしたら、部ぶ活かつはあえて運うん動どう部ぶに入はいろうと。

　じつは、スポーツの中なかで、一つだけ自じ信しんがあるものがある。バドミントンだ。

　小ちいさいころから、近きん所じょの公こう園えんで、パパやママとバドミントンをした。

「ハナビは運うん動どうは苦にが手てなのに、バドミントンだけはうまい！」

　パパはいつも、そうほめてくれた。

　この中ちゅう学がくにはバドミントン部ぶがある。そこに入はいって、あたしだってスポーツができることを証しょう明めいしたい。

　なのに──そんな考かんがえも、すぐに打うち消けされた。

　ヤヤコが、自じ分ぶんはバドミントン部ぶに入はいるって、グループのみんなに話はなしているのが聞きこえたからだ。これはもう、のろわれているとしか思おもえない。ひどい。ひどすぎる！

　あたしはただ、ふつうに学がっ校こう生せい活かつを送おくりたいだけなのに。




　とぼとぼと足あし取どりも重おもく学がっ校こうから帰かえり、ママとの約やく束そくどおり、お米こめをとごうとしたとき、ママからＬＩＮＥラインが入はいった。

　あたしの中ちゅう学がっ校こう生せい活かつがはじまったのと同どう時じに、ママは仕し事ごとに復ふっ帰きした。それで、あたしもスマホを持もつことになった。パパとママとあたしの三人にんでＬＩＮＥラインをすることにしたのだ。

『きょうは残ざん業ぎょうになりそうなの。パパといっしょにごはんを食たべてね。ごめんね！』

　そのあとで、カエルがぺこりと頭あたまを下さげるスタンプが送おくられてきた。

　ママはパタンナーの仕し事ごとに復ふっ帰きしてから、すぐにいそがしくなった。

　パタンナーというのは、デザイナーさんが描かいたデザイン画がやイメージにもとづいて、パターンとよばれる服ふくの型かた紙がみを作つくる仕し事ごとだ。

　帰かえりがおそくなることが増ふえて、朝あさはあたしやパパよりも先さきに出でかけていく。

　仕し事ごとをがんばっているママはイキイキとして、すごく楽たのしそう。自じ分ぶんの好すきなことを仕し事ごとにできるって、いいな。

　だけど、ママの帰かえりがおそくなることに、あたしもパパもまだなれていない。

　ごはんを炊たくのはなんとかなったけれど、料りょう理りのうではなかなか上じょう達たつしない。

　料りょう理り本ぼんの中なかから、かんたんそうなメニューを選えらぶのだけれど、どうもうまくいかない。

　しかも、なんどもレシピを確かく認にんするし、ひとつひとつの作さ業ぎょうがおそいから、おかずを一品ぴん作つくるだけでせいいっぱいだ。

　この日ひは、家いえにある材ざい料りょうでできそうな肉にくじゃがに挑ちょう戦せんしてみたけれど、なぜかじゃがいもがグズグズにくずれて、たまねぎと肉にく入いりのマッシュポテトのようになってしまった。

　思おもわずため息いきが出でる。

「ただいまー。」

　パパが帰かえってきて、キッチンに入はいってくる。

「おっ、肉にくじゃがを作つくったのか。うまそうなにおいじゃないか。」

「あっ、でも……。」

　なべの中なかをのぞきこんだパパはクスクス笑わらったけど、すぐにまゆをひそめて、

「まったく……。ママも仕し事ごとをがんばるのはいいけど、こまったものだな。」

　ため息いきまじりで言いう。

　ママが仕し事ごとでおそくなるのを、パパは快こころよく思おもっていないみたいだ。

　数すう日じつ前まえ、夜よ中なかふと目めを覚さましたとき、パパとママが言いい合あいをしている声こえが聞きこえてきた。

　パパは、ママが家か事じをおろそかにしているともんくを言いっていた。ママは、仕し事ごとに復ふっ帰きしたばかりで、どうしてもこれまでのようにはできないのだと訴うったえていた。

　パパとママがケンカするの、イヤだな……。

　学がっ校こうでもイヤなことばかりなんだから、せめてうちだけは楽たのしいといいのに……。





２　居い場ば所しょがほしい！







　結けっ局きょく、どの部ぶに入はいろうかと、もたもたしているうちに、入はいりそびれたまま二週しゅう間かんたってしまった。

　運うん動どう部ぶに入はいった人ひとたちは、グラウンドでも体たい育いく館かんでも、はりきった声こえをあげてがんばっている。

　そのわきを通とおりすぎて、ひとり早はやくうちに帰かえっていくあたしに気きづく人ひとは、だれもいない。小しょう学がっ校こうのときより人にん数ずうが増ふえたぶん、ますます自じ分ぶんの存そん在ざい感かんがうすくなったように思おもった。

　とくにつらいのは昼ひる休やすみだ。いろんなグループの人ひとたちが楽たのしそうに話はなしているなか、あたしは、さも熱ねっ中ちゅうしているようなふりをして、ノートにイラストを描かく。あたしはもともとハンドメイド（手しゅ芸げい）が好すき。次つぎに作つくるもののデザインを考かんがえようとして手てを動うごかすのだけれど、いいアイデアなんてちっともうかんでこない。

　たまに、となりの席せきの子こが話はなしかけてきても、二ふた言こと三み言こと話はなしたら、それでおしまい。おもしろいことも言いえないし、みょうに緊きん張ちょうしてしまって、うまく会かい話わが進すすまない。

　学がっ校こうで楽たのしい気き分ぶんになることはないし、家いえに帰かえってからも、時じ間かんはたっぷりあるのに、ハンドメイドもする気きになれずにいた。




　ある日ひの帰かえり道みち、うちの近きん所じょのコンビニによると、背せが高たかくて、肩かたまでのびたストレートの髪かみの女おんなの子こが、弁べん当とうコーナーにいるのが目めに入はいった。あたしと同おなじ制せい服ふくだ。

　生き成なり色いろのサブバッグには、貝かい殻がらをモチーフにしたキーホルダーがつけられている。

　きれいな人ひと……。先せん輩ぱいかな……？　こんな人ひとがうちの学がっ校こうにいたなんて……。

　思おもわず見みとれてしまう。グレー一いっ色しょくだった学がっ校こう生せい活かつが、ほんのり色いろづいた気きがした。

　その子こは迷まよった末すえに、からあげ弁べん当とうを一つ手てに取とって、レジに向むかう。あたしはクスッと笑わらいをもらした。

　だって、その子ことからあげ弁べん当とうは、あまりに似に合あってないんだもん。

　あたしもなんとなく同おなじものを手てにした。なんだかからあげ弁べん当とうがオシャレに思おもえてきて……。
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　今こん夜やはパパもママもおそくなるという。このごろ、こうして、ひとりでコンビニ弁べん当とうを食たべる日ひが多おおくなっていた。

　あの子こもひとりで夕ゆうごはん食たべるのかな？

　コンビニを出でると、うちとは反はん対たい方ほう向こうに遠とおざかっていく後うしろ姿すがたが見みえた。




　テレビをつけっぱなしにして、朝あさごはんの残のこりのみそ汁しるとからあげ弁べん当とうを食たべる。気き楽らくといえば気き楽らくだけど、学がっ校こうでも家いえでも話はなし相あい手てがいないのはつらい。

　声こえや言こと葉ばが、のどのあたりにつまっている感かんじだ。そのせいか、ひとり言ごとが多おおくなった。

　ふと気きづくと、テレビのニュースを観みながら、「ふーん。」とか「えっ、そうなの？」とかって、つぶやいている。

　お弁べん当とうを、半はん分ぶんも食たべると、お腹なかがいっぱいになってくる。

「これ、おいしいね。」とか「こんなことがあったの。」とか、なんでもないことを話はなしながら、だれかと笑わらい合あって食たべるときとは、味あじがちがう気きがする。

　小しょう学がく生せいのときは、学がっ校こうでひとりぼっちでも、うちに帰かえれば、ママがいたから気きがまぎれてた。今いまはどうやって気きをまぎらわせればいいんだろう……？

　はあ、とため息いきをついたとき、パパが帰かえってきた。

「おやっ、からあげ弁べん当とうか。」

　パパは、お弁べん当とうをのぞきこんだ。

「よかったら、食たべていいよ。あたしはもういらないから。」

「やっぱマズいか……。」

「そういうわけじゃないけど……。」

　あいまいな返へん事じをすると、

「かわいそうにな、ハナビ。中ちゅう学がくに入はいったばかりだっていうのに、外そとで買かってきたもので夕ゆう食しょくなんて……。」

　パパは悲かなしそうな顔かおをして、あたしを見みる。

「あっ、そんなことないから。」

「ハナビは小ちいさいころから、がまん強づよい子こだったからな。」

　パパはそう言いうと、あたしの頭あたまをグリグリなでた。うん？　なんか話はなしがちがってきているような……。あたしは、食たべるもののことは気きにしてない。ただ、話はなし相あい手てがいないのがつらいだけなのにな。

「あたしは、べつに平へい気きだよ。コンビニ弁べん当とうだって、おいしいもん。」

「まあ、むりすんな。」

　パパは悲かなしげな笑えみをうかべると、お風ふ呂ろ場ばに入はいっていく。けれど、すぐに飛とび出だしてきた。

「ママは、風ふ呂ろのそうじをしなかったのか？　洗せん濯たく物ものもたまってる。」

「時じ間かんがなかったんじゃない？　それに、これからは、あたしたちも手て伝つだうって言いったんだし。」

　とはいえ、あたしもあまりやっていない。そんな気き分ぶんになれないんだ。

「ママにも、こまったもんだな！」

　パパがふきげんそうに冷れい蔵ぞう庫こから缶かんビールを取とり出だして、コップに注そそぐ。

　そこにママが帰かえってきた。マズい！

「ああ、つかれた～。」

　ママは食しょく卓たくの向むこうのソファにどっかりとこしをおろす。

「つかれてるのは、おれだって同おなじだ。」

　そう言いったパパの声こえには、怒いかりがまじっている。ああ、またはじまる。

「どういうこと？」

　ソファでグッタリしながらも、ママはパパをにらみつけた。

　あたしはそっと部へ屋やを出でる。このごろ、パパとママはケンカばかり。前まえは、すごく仲なかが良よかったのに……。

　自じ分ぶんの部へ屋やにもどっても、リビングからパパとママの言いい争あらそう声こえが聞きこえてくる。ケンカのときの声こえって、とがった刃は物ものみたい。耳みみをふさぎたくなる。

　もうすぐゴールデンウィーク。去きょ年ねんまでは必かならずどこかに遊あそびに出でかけてた。でも、今こ年としはむりみたい。もし行いったとしても、きっと楽たのしくないだろうな。

　パパとママのケンカから気きをそらそうと、つくえの引ひき出だしに入いれてあるハンドメイドの本ほんを取とり出だした。

　この本ほんは、ママの妹いもうとの愛あい子こさんからもらったものだ。ほんとは〝おばさん〟なんだけど、〝愛あい子こさん〟ってよんでって、小ちいさいころに言いわれてから、ずっと〝愛あい子こさん〟ってよんでいる。

　愛あい子こさんはイラストレーターで、料りょう理りやインテリア、ハンドメイドなどの本ほんや雑ざっ誌しにイラストを描かいている。そのイラストが、どれもすごくかわいくて、こんなのほしいって自じ分ぶんでも作つくりたくなってしまう。

　イラストを見みていたら、愛あい子こさんに会あいたくなってきた。家いえもさほどはなれているわけじゃないし、小ちいさいころから大だい好すきなのに、あまり遊あそびに行いっていない。

　ママが、『愛あい子こは仕し事ごとがいっぱいあって、いそがしいから、じゃましちゃいけない。』って言いっていたから、なんとなく遊あそびに行いきづらかった。

　それにママは、『あの子こは、ちょっと変かわっているの。』とも言いって、なんとなく会あわせたくないのかなって感かんじたこともある。

　だけど、あたしは愛あい子こさんといっしょにいると、いつも、なんだかホッとする。そうだ、ゴールデンウィークに入はいったら、遊あそびに行いってみようかな。

　そう思おもったときだった。リビングのほうから、ドンというつくえをたたくみたいな音おとに続つづいて、ガッシャーンというなにかがわれる音おとがした。

　あわててリビングに行いくと、パパが飲のんでたビールのコップがゆかの上うえでわれていた。ビールの泡あわがこぼれている。

「いいかげんにしてよ！」

　思おもわず、大おお声ごえで言いった。閉しまっていた栓せんがはずれたみたいに言こと葉ばがあふれ出だす。

「あたし、学がっ校こうが好すきじゃない。でも、こんなうち、もっと好すきじゃない！」

「ハナビ……。」

　ママがびっくりしたように、あたしを見みた。

「小しょう学がっ校こうのときから、ずっと学がっ校こうが好すきじゃなかった。学がっ校こうに、あたしの居い場ば所しょなんてなかったから。でも、パパもママも心しん配ぱいすると思おもったから、なにも言いわなかった。

　それでも、うちは楽たのしかったから、がまんできた。だけど、今いまは、パパとママのケンカばかりで、学がっ校こうよりもっとひどいよ！」

「だから、ママが仕し事ごとに復ふっ帰きしてから……。」

　パパが言いいかけたのをさえぎって、あたしは続つづけた。

「あたし、今いまから愛あい子こさんちに行いく！　もう、こんなうちに、いたくないっ！」

　言いうなり、リビングを出でて、自じ分ぶんの部へ屋やにもどり、急いそいで着きがえをリュックにつめた。

　いきおいにまかせて出でていこうとすると、

「落おち着ついて、ハナビ！」

　ママが止とめに来きた。

「あたしは行いく！」

「待まって。話はなしをしましょ。」

「話はなすことなんてないよ！」

　ママをおしのけて、部へ屋やを出でた。それからダッシュで玄げん関かんから飛とび出だした。

「ハナビ！」

　ドアの向むこうから、ママの声こえが聞きこえた。

　マンションを出でたのは夜よるの八時じすぎ。愛あい子こさんちまでの道みちを全ぜん力りょくで走はしる。

　愛あい子こさんの家いえまでは、電でん車しゃで一ひと駅えき。歩あるくと二十分ぷんくらいかかる。

　今いまはとにかく走はしる、走はしる、走はしる!!

　走はしりながら、あごのあたりにポツンと、しずくが落おちてきた。

　あせかと思おもったけど、涙なみだだ。街がい灯とうがにじんで見みえる。

「もういやだ！　いやだ、いやだ──!!」

　思おもわず声こえが出でた。

「学がっ校こうも家いえも、いや！　がまんするのも、知しらん顔かおするのも、なにもかもいや！

　あたしは自じ分ぶんの居い場ば所しょがほしいだけ……。」

　いろんな気き持もちをつぶやきながら走はしったからなのか、意い外がいに早はやく愛あい子こさんの家いえが見みえてきた。

　愛あい子こさんの家いえは、ママたちが子こどものころ、おじいちゃんやおばあちゃんと住すんでいた古ふるい家いえを改かい装そうしたものだ。

　愛あい子こさんは独どく身しんで、その家いえにひとりで住すんでいる。一階かいの道どう路ろに面めんした部へ屋やで、夕ゆう方がたまで『三さん丁ちょう目めカフェ』という名なのカフェも開ひらいている。

　今いまは明あかりの消きえているカフェを通とおりすぎる。そこにとまっている愛あい子こさんの赤あかい車くるまの奥おくに玄げん関かんがある。その前まえで、インターフォンを思おもいきり強つよくおした。




　愛あい子こさんは笑え顔がおでむかえてくれた。

「ママから電でん話わがあったけど、ハナビ、かっこよかったじゃないの！」

「かっこよかった？」

「そうよ。パパとママをどなりつけたって聞きいたわ。」

「だって、ママが仕し事ごとに復ふっ帰きしてから、毎まい日にちのように、パパとママがケンカして、がまんできなくなったの。」

「それでいいのよ。たまにはバシッと言いってやんなきゃね。」

　大おおまじめに言いう愛あい子こさんの顔かおを見みて、思おもわず笑わらってしまった。愛あい子こさんの言いうことは、ママが言いってたみたいに、たしかにちょっとだけ変かわっている。だけど、だからホッとできるのかもしれない。

「夕ゆうごはんは？」

「コンビニ弁べん当とうを半はん分ぶんくらい食たべた。」

「それじゃあ、お腹なかすいてるでしょ。」

「あっ、ちょっと……。」

　たしかに、あれじゃあ食たべた気きはしない。愛あい子こさんの顔かおを見みたら、安あん心しんしたのか、お腹なかがすいてきた。

「ちょうどよかったわ。シチューを煮にこんでいたところなのよ。」

　愛あい子こさんはキッチンに立たち、なべのふたを開あけた。クリーミーな香かおりがただよってくる。

「わあ、おいしそう！」

　元げん気きな声こえが出でた。ああ、やっぱり来きてよかった！

「あとはサラダね。」

　愛あい子こさんはうでまくりをして、冷れい蔵ぞう庫こから野や菜さいを取とり出だした。

「なにか手て伝つだうよ。」

「いいのよ、ハナビ、ひさしぶりに来きたんだから。」

　鼻はな歌うたを口くちずさみながら、キッチンに立たつ愛あい子こさんを見みていると、こっちまで楽たのしい気き分ぶんになってくる。

　蛇じゃ口ぐちから流ながれる水みずの音おと、まな板いたの上うえで野や菜さいをきざむ音おと、なべをかきまわすおタマの音おと。どれも幸しあわせの音おとみたい……。

「よし、サラダはオッケー！」

　言いいながら、テーブルの上うえにサラダをのせた。大おおきなボウルに色いろとりどりの野や菜さいがあふれんばかりに盛もられている。

　その中なかには、あたしんちでは見みたこともない葉はっぱが入はいっていて、オシャレ。

　パンの焼やける香こうばしいにおいがただよってきたと同どう時じに、オーブントースターが〝チン〟と鳴なった。とびらを開あけて、パンを取とり出だし、皿さらにのせる。

　愛あい子こさんは、次つぎにシチューを二枚まいの皿さらによそって運はこんできた。

「さあ、食たべましょう！」

「は～い、いただきま～す！　シチューなんてひさしぶり！」

　スプーンでそーっと口くちに入いれると、かたまりに見みえた肉にくがホロホロと、とけていく。

「おいしー！」

　次つぎにパンをほおばる。カリッといういい音おとがする。なのに、ふんわりやわらかくて、バターの香かおりがする。

「おいしー！」

　もう一いち度ど言いった。

「よかった～！」

　愛あい子こさんはニコニコしながら、自じ分ぶんもシチューを口くちに入いれた。

　そうそう、こうだったっけ。ママがまだ仕し事ごとに復ふっ帰きする前まえは……。

　パパと三人にんで、「おいしい、おいしい。」と言いい合あって食たべたものだ。

「ハナビも、いろいろ大たい変へんだったのよね。」

「うん、まあね。中ちゅう学がく受じゅ験けんは失しっ敗ぱいしちゃうし、うちの中なかはひどい状じょう態たいだし、な～んにもいいことない。」

　自じ分ぶんのことになると、いっきにテンションが下さがってくる。

「小しょう学がっ校こうで、五年ねん生せいのときから、ずっと仲なか間まはずれにされてたの。そのグループのボス的てきな子ことはなれたくて私し立りつ中ちゅうを受じゅ験けんしたんだけど、今いまの学がっ校こうでまた同おなじクラスになっちゃった。ほんと、ついてない。あ～あ、あの学がっ校こうに入はいれたら、新あたらしい自じ分ぶんになるぞって思おもってたのに……。」

　ふしぎなことに、パパにもママにも話はなさなかったことを、自じ分ぶんから話はなしてた。

「その子ことちがう学がっ校こうに行いったからって、新あたらしい自じ分ぶんになれるとはかぎらないわ。もしその学がっ校こうにも、ボス的てきな人ひとがいたら、ハナビはどうしてたかな？」

　愛あい子こさんが、あたしの気き持もちをさぐるみたいに顔かおをのぞきこんだ。

「えっ、そんなこと、考かんがえたこともなかった……。」

「でも、世よの中なかにはいろんな人ひとがいるんだもん。いつ、どこで、またそういう人ひとに会あうかわからないでしょ。だったら、場ば所しょを変かえるんじゃなくて、自じ分ぶんが変かわるしかないんじゃないかなあ。」

「そりゃそうだけど、でも、どうしたら変かわれるのか、わかんないよ。」

「あせらなくても、だいじょうぶ。それよりわたしが言いいたかったのは、受じゅ験けんに失しっ敗ぱいしたからって、ぜんぜん気きにすることはないってこと。ハナビがかがやくときが、ぜったいに来くる。断だん言げんするわ。」

「ありがと。」

　力ちからなく答こたえると、

「あっ、わたしの言いったこと、信しんじてないでしょ？」

　愛あい子こさんはそう言いって、あたしのおでこをちょこんとつついた。そのとき。

「ただいま。」

　声こえがして、男おとこの子こが入はいってきた。あたしの目めが点てんになる。少すこしウェーブのかかった髪かみが目めにかかっている。イ、イケメン！

　白しろいＴティーシャツに黒くろのパンツ、おっきめのリュックを背せ負おったその姿すがたは、シンプルなのにオシャレに見みえる。

　男おとこの子こもあたしをチラッと見みた。
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「おかえりー！　ごはんは？」

「食たべてきた。」

　聞きこえないくらいの小こ声ごえで、ボソッと答こたえる。

「そう。あっ、紹しょう介かいするわね。わたしの姉あねの娘むすめのハナビ。」

　愛あい子こさんがあたしを指さして言いうと、男おとこの子こは軽かるく頭あたまを下さげる。

「ハナビ、この子こは綾あや瀬せ大和やまと君くんよ。青せい弦げん学がく院いん高こう校こうの一年ねん生せい。」

「あっ、よろしくお願ねがいします。」

　うわずった声こえで言いったけど、ヤマト君くんはそのまま部へ屋やから出でていった。

　青せい弦げん学がく院いん高こう校こうって、あたしでも知しってる難なん関かん校こうだ。制せい服ふくもかっこ良よくて、みんなのあこがれの高こう校こう。ヤマト君くんって、カッコイイうえに、頭あたまいいんだなぁ～。

　愛あい子こさんは、ポカンとしているあたしに笑わらいかける。

「あの子こ、人ひとをよけようとして、うちの庭にわに自じ転てん車しゃで飛とびこんできたの。大おおきな音おとがしたから飛とび出だしてみると、あの子こがたおれてて。

　ケガをしてるみたいだったから、病びょう院いんに連つれていったのよ。まっ、ケガはたいしたことなかったけど。それから、二週しゅう間かんくらいここにいるの。」

「えっ、でも、知しらない子こなんでしょ？」

「そうよ。」

「だいじょうぶなの？　知しらない子こなのに。」

「あら、とってもいい子こよ。それに、イケメンでしょ。」

「ちょっとこわい感かんじがした。」

「てれてただけよ。それに、うちにはそういう子こ、ときどきいるのよ。」

「ええ──っ！」

　あたしは大おお声ごえをあげ、のけぞった。





３　自じ分ぶんで切きりひらく！







　その日ひは、そのまま愛あい子こさんちに泊とまった。

　翌よく朝あさ。目めが覚さめると、もう午ご前ぜん九時じ。ヤバい、完かん全ぜんに遅ち刻こくだ。

　もうっ、どうしてママは起おこしてくれないのよっ。って思おもったけど、よく見みると、あたしの部へ屋やじゃない。

　そっかー。ここは愛あい子こさんのうちだったんだ……。

　パジャマを着きたまま、ねぼけまなこで洗せん面めん所じょに立たち、はみがきをしていると、人ひとの気け配はいがした。ふり向むくと、私し服ふくにきがえたヤマト君くんが立たっている。

「わ──っ！」

　思おもわず声こえをあげた。しまった！　この家いえに男おとこの子こがいること、わすれてた。マズい！　こんな姿すがたを見みられちゃうなんて……。

「あっ、おはようございます。」

　はみがき粉こで白しろくなった口くちをもごもごさせ、ドギマギしながら言いった。

「朝あさごはんだってよ。」

　ヤマト君くんはそう言いうなり、もどっていった。フーッ！

　鏡かがみをのぞくと、髪かみがあちらこちらに飛とびはね、ほおにシーツのあとの残のこった顔かおがうつってる。

　あ～、やだ。調ちょう子しくるっちゃうよ。

　大おお急いそぎで着きがえをし、髪かみもとかして、一階かいにおりていく。

　リビングにはだれもいない。通とおりに面めんしたカフェのほうから香こうばしいコーヒーの香かおりがただよってくる。

　カフェに通つうじるドアをそっと開あけた。

　カフェには、シンプルな木もく製せいのテーブル席せきが三つと、キッチンに面めんしたカウンター席せき、中ちゅう央おうには大おおきなテーブル席せきがある。

　中なか庭にわに面めんした窓まどぎわには、古ふるい革かわのソファとローテーブルが置おいてある。白しろい壁かべのあちこちには、大だい小しょうさまざまな木きのフレームに入はいった愛あい子こさんのイラストがかざられ、まるでアトリエのような空くう間かんだ。

　キッチンの流ながしで、コーヒーカップをふいていた愛あい子こさんが、笑え顔がおを向むけてくれた。カウンター席せきには、ヤマト君くんがすわっている。

「ハナビ、おはよう！　よくねむれた？」

「あっ、うん。でも、寝ねすぎた。完かん全ぜんに遅ち刻こく。きょうはもう、学がっ校こう休やすんじゃおうかな。」

　言いったあとで、あれって思おもった。こんなことも、うちではぜったいに言いわない。休やすむとしたら、仮け病びょうを使つかわなくちゃいけない。

　そういえば、ヤマト君くんは制せい服ふくじゃないけど、学がっ校こう行いかないのかな……？

「休やすんじゃえば？」

　愛あい子こさんはあっさりと答こたえる。

「ハハハハハハ……。」

　笑わらい声ごえのほうを見みると、若わかい女おんなの人ひとがテーブルをふきながら、笑わらっている。

「愛あい子こさんの、そういうところ、大だい好すきです！」

「あっ、ハナビははじめてだったわね。わたしのイラストのアシスタントをしながら、このカフェも手て伝つだってくれてる早さ紀きちゃんよ。二は十た歳ちになったばっかりなの。」

　愛あい子こさんは、次つぎにあたしのことも紹しょう介かいした。

「よろしくお願ねがいします！」

　頭あたまを下さげると、早さ紀きちゃんは、

「まあ、おりこうさん！　愛あい子こさんの姪めいとは思おもえない！」

と言いって、また大おお声ごえで笑わらった。

「まっ、失しつ礼れいしちゃう。あっ、ハナビ、朝あさごはん、できてるわよ。いつもは自じ宅たくの食しょく卓たくで食たべるんだけど、きょうはカフェを開ひらく時じ間かんと、かぶっちゃったから。」

　愛あい子こさんは、目めでヤマト君くんのとなりの席せきを示しめした。イチゴの柄がらが刺し繡しゅうされたランチョンマットの上うえに、ハムエッグとサラダとトーストが用よう意いされている。

　そのとなりには、ブルーベリーやイチゴのジャムやハチミツなどが、ころんとした丸まるいビンに入はいってならんでいる。

「わあ～、いただきます！」

　なんだか楽たのしくなってきた。長ながいあいだ、体からだの中なかにたまっていた重おもいものが、とけだしていくみたい。

　きのうまでとは、まったくちがう世せ界かいにいるような気きがした。いつからだろう。こんな気き持もちになれなくなったのは……。

　席せきにつくと、先さきに食たべていたヤマト君くんが、あたしにチラッと目めをやった。かっこいいんだけど、なんだかこわくて、やっぱり緊きん張ちょうしてしまう。

「あの、いただきます。」

　まぬけな声こえで言いい、サラダにドレッシングをかけていると、ヤマト君くんがギロッとあたしをにらんだ。

「おいっ！」

　ヤマト君くんの目めはドレッシングのビンに向むけられている。ヤバっ……、どうやらドレッシングがはねちゃったみたいだ。

「あっ、ごめんなさい！」

　あやまっても、ヤマト君くんはなにも言いわずにふきげんそうにため息いきをついた。こ、こわいよ～～。




　食しょく事じが終おわると、ヤマト君くんといっしょに食しょっ器きを洗あらって、食しょっ器き棚だなにかたづけた。あたしもヤマト君くんもひと言こともしゃべらなかった。

　ヤマト君くんって、なにを考かんがえているんだろう。さっきにらまれたときは、こわくて背せ筋すじが寒さむくなった。

　愛あい子こさんが使つかっていいと言いってくれた部へ屋やにもどると、すぐに充じゅう電でんしていたスマホをチェックする。やっぱり……。

　パパから三件けん。ママからは七件けんのＬＩＮＥラインが入はいっていた。どれも、あたしのことを心しん配ぱいしている内ない容ようだ。だけど最さい後ごに、今こん夜やむかえに行いくと書かかれていた。

　ふいに幕まくが下おりてきたみたいに目めの前まえが暗くらくなった。

　とっさに出でてきた思おもいは、〝ヤだ〟！

　ここに来きてから自じ分ぶんちのことを思おもうと、まるで暗くらい洞どう窟くつのようだ。

　すぐにカフェにもどる。早さ紀きちゃんがお客きゃくさんにコーヒーを出だしていたけど、愛あい子こさんの姿すがたは見みえなかった。早さ紀きちゃんが、仕し事ごと部べ屋やだと言いう。

　一階かいの奥おくにある仕し事ごと部べ屋やのドアをノックすると、「どうぞ～。」という声こえが返かえってきた。

　ドアを開あけ、中なかに入はいると、白しろで統とう一いつされた部へ屋やの中なかには、カラフルな置おき物ものやたくさんの色いろえんぴつ、絵えの道どう具ぐがならんでいて、見みているだけでワクワクする。白しろい木きの大おおきなテーブルの上うえには下した書がきをしたたくさんのイラストがならんでいる。

「かわいい～！」

　目めを見み張はった。エプロンをつけたウサギの親おや子こが、料りょう理りをしているイラストだ。

　ふわっとした雰ふん囲い気きの絵えなのに、野や菜さいや肉にくなどの細こまかいところまで、ていねいに描かきこまれていて、いかにもおいしそうだ。

「今こん度ど出でる料りょう理りの本ほんの挿さし絵えなの。」

　メガネをかけて、パソコンに向むかっている愛あい子こさんが言いう。

「こんなの見みたら、料りょう理りが楽たのしくなっちゃいそう。」

「そうだと、うれしいわ。なんでも楽たのしんでやらなきゃ、もったいないもんね。」

　そう言いわれて、思おもい出だしてみると、ママにたのまれて、ごはんを炊たくのもみそ汁しるを作つくるのも、いつもシブシブやっていたっけ。

「なにか用ようがあるんでしょ？」

　愛あい子こさんに言いわれて、切きり出だした。

「ママが今こん夜やむかえに来くるって言いうの。愛あい子こさん、お願ねがい、あたしをもうしばらくここに置おいてくれないかな？」

「そんなこと、たのまれなくてもオッケーよ。」

「じゃあ、ママを説せっ得とくしてくれる？」

「それはダメ！」

　愛あい子こさんは、あたしの目めをしっかりと見みて、ピシャリと言いった。

「ハナビがしばらくここにいたいって気き持もち、それがウソじゃないんなら、自じ分ぶんでちゃんと話はなすべきよ。ヤマト君くんにもそうしてもらったの。

　だれかに説せっ得とくしてもらうていどの気き持もちなら、やらないほうがいい。そうでしょ。なにかをやりたいって、こうしたいって思おもったんなら、自じ分ぶんで切きりひらいていかなきゃ！」

「うん……。」

「だいじょうぶよ。ママだって、鬼おにじゃないんだから、ハナビが一いっ生しょう懸けん命めい話はなしたら、きっとわかってくれるわよ。」

「うん……。」

「パパやママに悪わるいなんて思おもわないで、たまには、思おもいっきりわがまま言いっちゃえば？　それでケンカになったらなったでいいじゃない。たまには自じ分ぶんが思おもっていることをぶつけてみなきゃ。がまんするのは体からだにも心こころにも良よくないわよ。」

　愛あい子こさんは、あたしの心こころを見みすかしたみたいにニヤリとする。

「わかった。自じ分ぶんで切きりひらいてみる！」

　言いいながら、心こころが決きまった。

「そうよっ！　がんばれ、ハナビ！」

　愛あい子こさんの笑え顔がおは、やわらかな日ひざしみたいにあったかかった。





４　ほんとに言いいたいこと







　夕ゆう方がたまた、パパとママからＬＩＮＥラインが来きた。二人ふたりで、夜よるの九時じにむかえに来くるという。

「じゃ、まずは腹はらごしらえだね。」

　愛あい子こさんは言いい、早さ紀きちゃんといっしょに料りょう理りをはじめた。

　おどろいたのは、ヤマト君くんも自し然ぜんな感かんじで手て伝つだっていることだ。じゃがいもを洗あらったり、ゆで卵たまごのカラをむいたり……。手て先さきが器き用ようで、ていねいだ。

「あたしもなにか手て伝つだう。」

「じゃあね、大おおなべにお湯ゆをわかして、その中なかに塩しおをふってくれる？」

　ヤマト君くんが洗あらったじゃがいもの皮かわをむきながら、愛あい子こさんが言いう。

「は～い！」

「なべは上うえのたなの中なかよ。」

「わかった。」

　たなの上じょう段だんから大おおなべを取とり出だそうとすると、そのとなりにあった小ちいさな雪ゆき平ひらなべがいっしょについてきて、たなからすべり落おちた。

「いってー。」

　ヤマト君くんが頭あたまをおさえて、あたしをギロッとにらむ。

「ご、ごめんなさい。」

　朝ちょう食しょくのドレッシングに続つづいて、またやってしまった。どうしよう……、完かん全ぜんに怒おこってるよね。

　ヤマト君くんはなにも言いわないけど、ブスッとしている。あまりにしゃべらないから、何なにか言いわれるよりかえってこわくて、視し線せんを合あわせられない。

　それにしても、ヤマト君くんはどうしてここにいるんだろう？　家いえの人ひとはゆるしてくれたのかな？

　ヤマト君くんに関かんしては、いろいろ考かんがえちゃうけど、こうしてみんなで料りょう理りして、みんなで食たべられるなんて、うれしいな。

　愛あい子こさんも早さ紀きちゃんもヤマト君くんも、息いきが合あっていて、てきぱきと料りょう理りを作つくっていく。あたしだけがオタオタして、かえってじゃましてるみたいだ。

　しばらくすると、

「よ～し、できあがり～！」

　愛あい子こさんがいせいよく言いって、テーブルにはトマトとナスとベーコンのパスタに、ポテトサラダ、コンソメスープがならんだ。

「わあ、おいしそう！」

　あたしは元げん気きよく席せきについたけど、このあとパパとママがむかえに来くるのかと思おもうと、ふいにゆううつになってくる。今いまは午ご後ご七時じ。あと二時じ間かんだ。

「じゃあ、いただきましょうか。」

　愛あい子こさんが言いうと、

「ヤッター！」

　早さ紀きちゃんがガッツポーズをする。

「さっ、ハナビも、ヤマト君くんもしっかり食たべるのよ。」

　愛あい子こさんの言こと葉ばに、

「いただきます。」

　ヤマト君くんが静しずかに言いった。

　それからは、おもに愛あい子こさんと早さ紀きちゃんがいろいろな話はなしをした。今いまかかえている仕し事ごとや、食たべ物ものの好すき嫌きらい、放ほう送そう中ちゅうのドラマまで話わ題だいはさまざま。愛あい子こさんがときどきヌケたことを言いうと、すかさず早さ紀きちゃんがツッコミを入いれたり、フォローしたりする。そのやりとりがおかしくてあたしもつられて笑わらったし、ヤマト君くんの口くち元もとがほころんでいるのもわかった。

　食しょく事じが終おわり、みんなでかたづけ終おわったのが、午ご後ご八時じ半はん。パパとママが来くる時じ間かんまで、あと三十分ぷんだ。早さ紀きちゃんは帰かえり、ヤマト君くんは二階かいの部へ屋やにもどった。

　二階かいには愛あい子こさんの部へ屋やと、ヤマト君くんが使つかっている部へ屋やがある。

　あたしがゆうべ泊とまったのは、二階かいの愛あい子こさんの部へ屋やのとなりの和わ室しつ。結けっ婚こんするまでママが使つかっていた部へ屋やだという。

「ハナビ、緊きん張ちょうしてるんじゃない？」

　愛あい子こさんが、お湯ゆをわかしながら声こえをかける。

「まあ、ちょっと……。」

　言いい当あてられた。正しょう直じき、どきどきしてる。

「ハナビの大だい好すきなパパとママなんだから、もっとリラックスして、ほんとの気き持もちを言いえばいいのよ。」

「うん……。」

　そのときチャイムが鳴なって、パパとママが、さも仲なか良よさそうに入はいってきた。ママは、愛あい子こさんにあいさつすると、あたしに笑わらいかけた。

「今こん夜やは、パパと待まち合あわせて、いっしょにケーキを選えらんできたのよ。さあ、みんなで食たべましょ。」

　ママはリビングに入はいると、手てにしたケーキの箱はこをテーブルの上うえに置おいた。ふたを開あけると、

「ハナビはこのモンブランでしょ？」

とニッコリする。パパまでが大おお仰ぎょうにごきげんをとってくる。

「そうそう、ハナビの大だい好こう物ぶつだもんな。」

　これだもん。きのうまでとぜんぜんちがう。調ちょう子しくるっちゃうよ。

　愛あい子こさんは、三人にん分ぶんの紅こう茶ちゃを入いれると、

「じゃ、わたしはこれで。あとは三人にんでね。」

と仕し事ごと部べ屋やに行いった。

　ママはさっそく切きり出だした。

「ハナビ、悪わるかったわ。ママね、いろいろ考かんがえたんだけど、もしもハナビがいやなら、仕し事ごとやめてもいいと思おもってるのよ。」

「そう、やっぱりうちにはママがいないとな。」

　パパもうれしそうに言いう。

「ちがうの、ママ。そうじゃないよ、パパ。あたし、ママがまた仕し事ごとはじめたこと、喜よろこんでる。そういうことじゃなくて、あたしが言いいたいのは……。」

　言いいたいのは……、なに？

「あたし、私し立りつ中ちゅうの受じゅ験けんに失しっ敗ぱいしたり、家いえでの生せい活かつも急きゅうに変かわったり、そういうのについていけないだけ。」

　ううん、ちがうちがう。あたしは、いったいどうしたいの？

「きのう出でていくとき、ハナビは、学がっ校こうに居い場ば所しょがないって言いってたよね。どうして言いってくれなかったの？　そうしたら先せん生せいに相そう談だんできたのに……。」

「あのね、ママ。そういうんじゃないの。なにかがちがうの。うまく言いえない。だけど、人ひとのせいじゃない気きがする……。」
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　ようやく少すこし近ちかづいた気きがする。そう、人ひとのせいじゃない。あたしはやっぱり新あたらしい自じ分ぶんになりたいんだ。

　それなら、今いまのままじゃダメ。もしかしたら、ここでなら、なれるかもしれない。愛あい子こさんの自じ由ゆうな感かんじや、早さ紀きちゃんの明あかるさ、ヤマト君くんのなにかありそうな雰ふん囲い気きが、そう思おもわせているのかもしれないけど。

　もちろん、まだわからない。でも、自じ分ぶんが思おもっていることもはっきり言いえない自じ分ぶん、いつも波なみ風かぜたてずにいようとする自じ分ぶん、パパとママのいい子こでいようとしている自じ分ぶん。そういうんじゃない自じ分ぶんになりたい。だから……。

「あたし、少すこしのあいだ、ここにいたいの。パパやママのせいじゃない。そうじゃなくて、今いまはどうしてもここにいたいの。ここにいたら、なにかが変かわりそうな気きがするの。

　愛あい子こさんもいいって言いってくれた。お願ねがい、パパ、ママ。あたしをここにいさせてください。」

　頭あたまを下さげるあたしに、パパとママは同どう時じにため息いきをついた。

　それからも、パパとママの説せっ得とくは続つづいたけど、あたしはガンとして意い見けんをおし通とおした。こんなことははじめてで、ずっと手てや足あしがふるえてた。




　パパとママがあきらめて帰かえったのは、十一時じ近ちかくだった。

　明日あしたは土ど曜よう日びだから、一いち度ど家いえに帰かえって、荷に物もつをまとめて、それをパパが車くるまで運はこんでくれることになった。きっと、明日あしたも説せっ得とくされるにちがいない。でも、がんばる！

「ハナビ、お風ふ呂ろに入はいってきたら？」

　愛あい子こさんは、パパとママとのやりとりについてはなにも聞きかず、

「そうそう、コレ、作つくってみたのよ。」

と、ひとみをかがやかせた。それは『入にゅう浴よく中ちゅう』と書かかれた、泡あわだらけの女おんなの子こがお風ふ呂ろにつかっている、愛あい子こさんのイラストつきのプレートだった。

「かわいい!!」

「ほら、うちにはヤマト君くんがいるじゃない？　だから、こういうの、どうかなって。」

「うん。今け朝さも洗せん面めん所じょで、パジャマ姿すがたをバッチリ見みられた。」

「そっかー、洗せん面めん所じょ用ようのプレートも必ひつ要ようだわ！　わたしもこの前まえ、顔かおパックしてるところを見みられちゃって、ヤマト君くんったらギョッとしちゃってね。」

　愛あい子こさんが笑わらいながら言いった。

　パックをつけた愛あい子こさんと、それを見みておどろくヤマト君くんって想そう像ぞうするだけでおかしい。

「じゃあ、それ、あたしに作つくらせて。」

「あっ、いいね。ハナビ、作つくってよ。」

「うんっ。」

　話はなしはとんとん拍びょう子しに決きまった。

「愛あい子こさん、これからしばらく、よろしくお願ねがいします！」

　改あらたまって言いうと、愛あい子こさんはプッとふき出だした。

「もうっ、ハナビったら。先せん生せいの前まえの生せい徒とみたいなの、やめて。リラ～ックス、リラ～ックス！」

　愛あい子こさんは、あたしの背せ中なかをポンとたたいて言いった。

「がんばるっきゃないね、ハナビ！」





５　同どう居きょ人にん







　翌よく日じつの土ど曜よう日びは、月つきに一回かいだけ授じゅ業ぎょうのある日ひだ。

　愛あい子こさんのうちから電でん車しゃで一ひと駅えき乗のり、そこからは学がっ校こうまで七～八分ぷんくらい歩あるく。

　うちからだと、歩あるいて五分ふんの距きょ離りだったけど、ここからだと三十分ぷん近ちかく早はやめに出でなきゃいけない。

　それでも遅ち刻こくギリギリだった。

　おとといの夜よるうちを出でてから、いろいろなことがあって、世せ界かいが変かわったみたいな気きがしていたけれど、学がっ校こうは今いままでとなにも変かわらず、あいかわらずあたしの居い場ば所しょはない。

　ノロノロとカメのような時じ間かんがすぎ、帰かえろうとしたとき、下げ駄た箱ばこがならんでいる昇しょう降こう口ぐちのすみにある布ぬののようなものに気きづいた。それには貝かい殻がらをモチーフにしたキーホルダーのようなものがついている。

　近ちかづいてひろいあげると、それはキーホルダーのついたサブバッグだった。

「たしか、これは……。」

　おととい、コンビニでからあげ弁べん当とうを買かっていた、きれいな女おんなの子こが持もっていたものだ。サブバッグはどろまみれになっている。

　あたりを見みまわしたが、持もち主ぬしらしい人ひとはいない。

「捨すてちゃったのかな？」

　どろをはらい、中なかをのぞくと、真ま新あたらしい体たい操そう着ぎが入はいっていて、その胸むねには、名な前まえがついている。──『１‐１　山田星空』

「同おなじ学がく年ねんだったんだ……。星空……なんて読よむんだろう？」

　つぶやくと、すぐさま一組くみに向むかった。落おとしたのか、なくしたのか、それとも捨すてられたのか……。きっとこまっているだろう。

　一組くみの教きょう室しつをのぞくと、五、六人にんの女じょ子しが残のこっている。

「あの、山やま田ださんはいますか？」

　たずねると、

「山やま田だ？　ああ、星空ティナちゃんのことね。」

　ひとりが答こたえる。

　名な前まえ、ティナって読よむんだ。

「よくわかんない。だけど、ここにはいないから、もう帰かえったんじゃない？」

「ありがとう。」

　昇しょう降こう口ぐちにもどり、どろまみれのサブバッグを持もって、自じ分ぶんの家いえに向むかった。

　あたしだって、小しょう学がく生せいのころ、くつを捨すてられたり、体たい操そう着ぎをかくされたりしたことがある。もしかしたら、あの子こもだれかにいじめられているのかもしれない。このバッグは洗あらって返かえしてあげよう。

　きょうは、あたしの荷に物もつをまとめて、愛あい子こさんちに運はこぶことになっている。土ど曜よう日びだから、パパもママもそろって、うちにいるはずだ。

　おととい、うちを出でたばかりだというのに、ひさしぶりの道みちを歩あるいているような気きがする。マンションが見みえてきても、おとといまでの建たて物ものとちがって見みえる。ヘンなの……。

　帰かえり道みち、ティナちゃんとよばれた女おんなの子こをはじめて見みかけたコンビニによってみた。店てん内ないを見みまわしたけど、知しっている顔かおはだれもいない。

　と思おもったら、レジの前まえに立たっている男おとこの子こに、ドキッとした。コンビニの制せい服ふくを着きたヤマト君くんがカウンターの中なかで、お客きゃくさんに接せっしている。

　順じゅん番ばんが来きて、ガムを手てにしたあたしに、ヤマト君くんも気きづいた。

「ここでバイトしてるんだ……。」

　あたしが言いうと、ヤマト君くんはそれを無む視しして、ガムにテープをはり、

「百八円えんです。」

と小こ声ごえで言いうと、差さし出だしたお金かねのおつりを出だした。

「あの、愛あい子こさんは知しってるの？」

　たずねたとたん、あたしの後うしろにいる人ひとに目めを向むけて、

「次つぎの方かた、どうぞ。」

とうながす。まったく……。完かん全ぜん無む視し！　いいよ、もう！

　無む視しされるのは、ほんとに悲かなしい。

　マンションに入はいり、合あいカギで、うちに入はいると、

「おかえり～！」

　リビングでテレビを観みていたパパは、ソファから立たち上あがり、笑え顔がおでむかえてくれた。その笑え顔がおとは似に合あわないくらい、うちの中なかはしーんとして、暗くらい気きがした。

「残ざん念ねんだけど、ママは急きゅうな仕し事ごとでよび出だされちゃって、きょうは出でかけちゃったんだ。」

「いそがしいんだね。」

　前まえにもこんなことがあったから、たいしておどろきもしない。

「ハナビに、出でていかないように言いってくれってことだったけど、それなら仕し事ごとをことわればいいんだよ。きょうはじっくりハナビと話はなし合あうつもりだったのに……。」

　パパは不ふ満まんそうだ。

「話はなしなら、ゆうべ、いっぱいしたし……、あたしの気き持もちは変かわんない。」

「うん……。そっかー。ママがこれじゃあ、うちにいてもさびしいからな。」

「ママのせいじゃないよ。だれのせいでもないの。だから、ママをせめないであげてね。」

　その言こと葉ばが、今いまのあたしのせいいっぱいだ。

　荷に物もつをまとめたあたしを、パパは車くるまで愛あい子こさんちまで送おくってくれた。そして、週しゅう末まつはできるだけうちに帰かえると約やく束そくをして別わかれた。




　愛あい子こさんのカフェは、土ど曜よう日びだからか、こんでいた。

　カウンターの中なかの愛あい子こさんが、注ちゅう文もんされたものを作つくり、それを早さ紀きちゃんがトレイにのせてテーブルに運はこんでいる。

　愛あい子こさんは、カフェの入いり口ぐちに立たっているあたしを見みつけるや、

「あっ、いいところに帰かえってきた。ハナビも、ちょっと手て伝つだって。」

と声こえをかけてきた。

「は～い！」

　エプロンをして、伝でん票ぴょうを持もつ。はじめてだから、ちょっとドキドキする。

「まあ、かわいらしいおじょうさんね。」

　窓まど際ぎわのテーブルにいるショートカットのおばあちゃんが、ニッコリして言いう。真まっ白しろな髪かみに黒くろのセーターが似に合あっている。すごくオシャレだ。

「わたしの姪めいっ子こ。今こ年とし、中ちゅう学がくに入はいったばかりなんですよ。」

　カウンターごしに、愛あい子こさんが説せつ明めいする。

「あら、そうだったの。じゃあ、ゆっくり注ちゅう文もんするわね。ミルクティーと特とく製せいワッフルをお願ねがい。」

「あっ、ありがとうございます。」

　ぺこりとおじぎをすると、おばあちゃんは楽たのしそうに笑わらった。

　そのあともお客きゃくさんから注ちゅう文もんを聞きいたり、テーブルに運はこんだり大おおいそがしだった。

　人にん気きナンバーワンのメニューは、特とく製せいワッフルだ。愛あい子こさんのイラストが描かかれたプレートにのったハート形がたのワッフルには、赤あかや紫むらさきのいろんな種しゅ類るいのベリーと、ホイップクリームがそえられている。

　結けっ局きょく、最さい後ごのお客きゃくさんが帰かえったのは、閉へい店てん時じ間かんギリギリの五時じ少すこしまえ。

「きょうは、こみましたね～。」

　早さ紀きちゃんが、いすにへたりこんで言いう。

「ワッフルが雑ざっ誌しに取とり上あげられたからですよね。」

　早さ紀きちゃんはそう言いって、雑ざっ誌しのページを見みせてくれた。

「かわいい！　愛あい子こさんらしい～。わぁー、ステキな写しゃ真しん！　あたしも食たべた～い。」

　くやしがるあたしに、

「きょうはよく手て伝つだってくれたから、食しょく後ごのデザートに出だしてあげるわね。」

　愛あい子こさんの言こと葉ばに、

「ヤッター！」

　思おもわずとび上あがった。




　つかれたからかんたんな夕ゆう食しょくにしようと、愛あい子こさんが言いったわりには、ふわとろの卵たまごたっぷりのオムライスに加くわえて、サラダとコーンスープまで作つくってくれた。

　夕ゆう食しょくが終おわって、早さ紀きちゃんが帰かえったあと、いよいよ特とく製せいワッフルのデザートの時じ間かん。

　オーブントースターでちょっとだけ温あたためたワッフルを、愛あい子こさんのイラストつきプレートにのせ、ベリーとホイップクリームをそえて、できあがり。

「う～ん、おいし～！」

　やっぱり雑ざっ誌しに紹しょう介かいされるだけの味あじだと感かん心しんしながら食たべていると、

「ヤマト君くん、おそいわね。」

　愛あい子こさんが、ミルクティーをカップに注そそぎながら、つぶやく。

「きょう、うちの近ちかくのコンビニで、バイトしてるの、見みたよ。」

「あっ、ヤマト君くん、あのコンビニでバイトしてるんだ……。」

「ね、愛あい子こさん。ヤマト君くんって、あたしのことが、きらいなんじゃないかなあ。」

　思おもいきって言いった。

「どうしてそう思おもうの？」

「だって、同おなじ家いえにいるのに、ほとんど口くちもきいてくれないし、いつもこわい顔かおをしてるし。きょうだって、コンビニで会あったから話はなしかけたのに、完かん全ぜん無む視し。」

「バイト中ちゅうだったからなんじゃないの？」

　愛あい子こさんは当あたり前まえだというふうに、あっさりと言いう。

「そうなのかなあ。あたしには、そんなふうには思おもえなかったけどなあ。」

　あたしはまだ、なっとくできないでいる。

「愛あい子こさんは、どうしてヤマト君くんをこの家いえに置おいておくの？　いくら実じっ家かでなにかあったって、あかの他た人にんなのに……。それに、なんか、危あぶない感かんじ。急きゅうにキレられたら、どうしようって思おもっちゃう。」

「それはね。」

　愛あい子こさんが言いいかけたとき、ふいにドアが開あいて、ヤマト君くんが顔かおをのぞかせた。

　あたしをジロッと見みると、

「心しん配ぱいしなくても、おれ、もうすぐ出でていくから。」

　静しずかに言いい、ドアをバタンと閉しめると、二階かいにかけ上あがる足あし音おとがした。

「あっ、ちょっと待まって。」

　あたしの言こと葉ばは追おいつかない。

「どうしよう。あたし、ひどいこと言いっちゃった……。」

　手てで顔かおをおおうと、

「でも、ハナビはほんとに、そう思おもってたんでしょ？　どうしてあの子こがここにいるんだろうって。」

　愛あい子こさんはニッコリする。

「まあ、だれだって、そう思おもうわよ。見み知しらぬ男おとこの子こを自じ分ぶんちに住すまわせるなんて、ふつう、あんまりないから。ヤマト君くんだって、『うちにいてもいいよ。』って言いったら、びっくりしてたもの。

　ただ、ヤマト君くんね、今いまのお母かあさんはお父とうさんが再さい婚こんした人ひとで、あまりうまくいってないんですって。その人ひとも良よくしてくれるんだけど、どうしても亡なくなったお母かあさんがわすれられなくて、ついくらべてしまうからなのかなって言いってた。

　食しょく事じはお母かあさんが作つくるんだけど、ヤマト君くんは、自じ分ぶんの分ぶんは自じ分ぶんで作つくると言いったんですって。それで、ますますうまくいかなくなったみたい。ヤマト君くんったら、自じ分ぶんがいないほうが家か族ぞくがうまくいくんだなんて言いうんですもの、ほっとけなかったの。」

「…………」

　返かえす言こと葉ばがなかった。そうだったんだ……。だから、ヤマト君くんは料りょう理りの手てつきがなれている感かんじだったんだ……。

　自じ分ぶんが言いってしまったことを思おもい出だして、後こう悔かいがどっとおしよせてくる。

「あたし、あやまるよ、ヤマト君くんに。」

　しょんぼりしているあたしに、愛あい子こさんはあくまで明あかるく答こたえる。

「ハナビが思おもうようにすればいいわ。自じ分ぶんはどうしたいのか考かんがえてみて。」

　えっ？　あたし？　あたしはどうしたいんだろう？　ヤマト君くんのこと、ぜんぜんわからないし、どうしたいかなんて、もっとわかんないよ。

　だけど、もし、あたしの言こと葉ばがヤマト君くんを傷きずつけてしまったんなら、それはいや。あたしだって、ヤヤコにひどいこと言いわれて、なんども傷きずついた。

　それなのに、自じ分ぶんも同おなじことをしてしまうなんて……。

　その夜よる、あたしは画が用よう紙しを、ポストカードのサイズに切きって、ギンガムチェックのリボンでふち取どり、真まん中なかに大おおきく、

『ごめんなさい。これからもよろしくお願ねがいします。同どう居きょ人にんハナビ』

と書かいたものを作つくり、ヤマト君くんの部へ屋やのドアの下したのすきまからおしこんだ。





６　似にた者もの同どう士し







　翌よく日じつの日にち曜よう日び、家いえの中なかにヤマト君くんの姿すがたをさがしたけど、どこにも見み当あたらない。できることなら、直ちょく接せつあやまりたい。

　愛あい子こさんに聞きいたら、

「バイトじゃないのかな。」

と、のんきな答こたえが返かえってきた。

　ヤマト君くん、きっと怒おこってるんだろうなと思おもうと、胸むねが痛いたくなる。

　その思おもいをかかえたまま、きのう下げ駄た箱ばこのところに捨すてられていた山やま田だ星空ティナちゃんのサブバッグを部へ屋やから持もってくる。

　洗あらう前まえに、固かたまったどろは落おとしてみたけれど、ところどころこびりついて落おちないよごれがある。

　なにか方ほう法ほうはないかと思おもい、スマホを取とり出だす。『どろ　よごれ落おとし』とキーワードを入いれて、検けん索さくしてみる。

　まずは、かわかしてどろやほこりを落おとす。次つぎに、こびりついたよごれをブラッシングしてかき出だす。そのあと、洗せん剤ざいか石せっけんをぬって、お湯ゆで洗あらい落おとす。注ちゅう意い事じ項こうに、水みずで洗あらうと、かえって落おちにくくなる、とも書かいてあった。

　へぇー、知しらなかった。あやうく水みず洗あらいするところだった。なんだか、ひとつ知ち恵えがついたみたいでうれしくなる。

　もう一いち度どどろを落おとしてから、こびりついたところをブラッシングする。うん、いい感かんじ。だいぶ落おちてきた。

　あとは、石せっけんをつけて、お湯ゆで洗あらい落おとす作さ業ぎょうだ。

　それにしてもかわいそうに……。持もち手てはハサミのようなもので切きりさかれていて、ひどい状じょう態たいだ。このままじゃ、もう使つかえない。

　そうだ、新あたらしい持もち手てを作つくって、それをつけよう。そしたら、バッグもよみがえるかもしれない。

　リビングでうちから持もってきたハンドメイドボックスを開ひらく。バッグと似にた色いろで貝かい殻がらの模も様ようの生き地じならある。これで作つくろう！

　ミシンでぬわれている糸いとを切きって、ドライヤーでかわかしたバッグの本ほん体たいから、ボロボロになった持もち手てを外はずす。

　持もち手ての部ぶ分ぶんは、筒つつ状じょうにした布ぬのの両りょう端はしをぬって、帯おびのようにしてあるみたいだ。なるほど……。

　頭あたまの中なかで、どんなふうに持もち手てを作つくるのかイメージしていく。うん、いけそう！

　持もち手ての長ながさを決きめて、チャコペンで線せんを引ひき、大おおきな布ぬの切きりバサミで切きっていく。

　ハサミから伝つたわる、厚あつめのコットン生き地じを切きるときの、ザクザクとした感かん触しょくは、ずいぶんひさしぶりだ。

　なんとか少すこしでも元もとのバッグに近ちかい感かんじによみがえらせたい。

　あの子こに似に合あうオシャレなバッグに……。

　細ほそ長ながく切きった布ぬのを中なか表おもてに折おってアイロンをかけ、片かた側がわをぬって筒つつ状じょうにする。さらに表おもてが外そとに出でるようひっくり返かえして両りょう端はしをぬうと、持もち手ての原げん型けいができた。持もち手てを本ほん体たいにつけようとしたら、重かさなり合あった布ぬのが思おもったよりも分ぶ厚あつくなって、なかなか針はりが通とおらない。

　そこで、ハンドメイドボックスから、指ゆびぬきを取とり出だした。

　指ゆびぬきを使つかって、グイッと針はりをおすと、今こん度どはなんとか通とおった。ミシンのように頑がん丈じょうにぬうことのできる『返かえしぬい』で、持もち手てをバッグにつけていく。

　けっこう力ちからがいるから、だんだん汗あせばんできた。

　指ゆびぬきで針はりを思おもいっきりおした、そのとき。

「あっ、いたっ！」

　左ひだりの親おや指ゆびに、針はりが刺ささった。あわてて針はりをぬくと、血ちが出でてくる。

　指ゆびをおさえて、救きゅう急きゅう箱ばこを探さがそうと立たち上あがったとき、

「これだろ。」

　リビングにいつからいたのか、ヤマト君くんがばんそうこうをすっと、あたしのほうに差さし出だした。

「あっ、ありがとう。」

　笑えみをうかべて言いったのに、ヤマト君くんはブスッとしたままひとことつぶやいた。

「裁さい縫ほう、できるんだ……。」

「手て作づくりするのが好すきなだけ。このバッグは、いたんじゃったから修しゅう理りしてるの。」

　はずかしいのをかくすように、一いっ方ぽう的てきにしゃべる。

　ヤマト君くんはどうしたらいいかわからないのか、目めを宙ちゅうに泳およがせている。

「あっ、そうだ。ゆうべは、あたし、ひどいこと言いっちゃって……。」

　次つぎの言こと葉ばをさえぎるように、ヤマト君くんはあたしをチラッと見みて、そのままリビングを出でていった。

　あ～あ、せっかく仲なか良よくなれるかもって思おもったのに……。

　しょんぼりとソファにこしかけると、ヤマト君くんがわたしてくれたばんそうこうを指ゆびにはる。かすかにいたむ胸むねにもばんそうこうがあったらいいのに……。

「やさしいじゃん、ヤマト君くんって……。」

　気きを取とり直なおして、作さ業ぎょうにもどった。

　今こん度どはいきおいをつけすぎないように気きをつけて、ゆっくりと布ぬのに針はりを通とおしていく。

　時じ間かんをかけて、ようやく、なんとか、持もち手てをぬい終おわった。

　ためしに思おもいっきり引ひっぱってみたけれど、びくともしない。よかった！

　これなら貝かい殻がらモチーフのキーホルダーともマッチする。

　最さい後ごに糸いとの始し末まつをして、完かん成せい！
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　できあがったバッグを、あらためてながめる。

　元もとのバッグのイメージを、できるだけ変かえないようにしたつもりだけど、ティナちゃんのイメージに合あうように、ちゃんとオシャレにできてるかな……？

　ティナちゃんにわたすときのことを思おもうと、緊きん張ちょうして胸むねがどきどきした。




　月げつ曜よう日び、自じ分ぶんで作つくったギンガムチェックの紙かみの手てさげに、ティナちゃんのサブバッグと体たい操そう着ぎを入いれて、学がっ校こうに行いった。

　朝あさは見みかけず、昼ひる休やすみに一組くみに行いってみたけど、姿すがたは見みえない。

　きょうはお休やすみかな？

　なかば、あきらめかけていたら、放ほう課か後ご、下げ駄た箱ばこのところで姿すがたを見みかけた。

　まっすぐな髪かみ、きりっとした目め、すらりとした体たい型けい。まちがいない、あの子こだ。

　あわてて近ちかづいていく。

「あの、山やま田ださん、ですよね？」

　声こえをかけると、ティナちゃんは、チラッとあたしを見みて、

「そうだけど、なに？」

　めんどくさそうに答こたえる。

「あっ、あの、これ。」

　ギンガムチェックの紙かみの手てさげから、サブバッグを取とり出だした。

「このあいだ、見みつけたの。ボロボロになってたし、よごれてたから、洗あらって直なおしたの。ついでに、中なかに入はいってた体たい操そう着ぎも洗あらっておいた。」

　ティナちゃんは、じっとサブバッグを見みつめていたけど、

「よけいなおせっかい、しないで！」

　はげしく言いうと、あたしのほうにぐいとサブバッグをおしやった。そして、もう一いち度どあたしにとがった目めを向むけ、足あし早ばやに校こう舎しゃを出でていった。
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　ぼうぜんとして、ティナちゃんの後うしろ姿すがたを見みながら立たちすくんでいると、

「ハナビって、ほんっと、ダサいんだから。」

　背はい後ごから、冷ひやかすような声こえがした。ふり向むかなくても、わかる。ヤヤコだ。

「だれかと仲なか良よくなりたいんだったら、いい人ひとぶるの、やめなさいよ。ふんっ、すましちゃって……。」

　背せ中なかにバシャーンと水みずをかけられたみたいだった。あたしは逃にげ出だすようにダッシュして、校こう舎しゃを出でた。

　だれもかれも、あたしをはねつける。ヤヤコもティナちゃんも、ヤマト君くんも……。

　あたしは、だれからもきらわれるんだ。

　あたしのなにが、そんなにダメなの？　なにが、そんなに気きにさわるの？

　トロいから？　ニブいから？　ダサいから？　いい子こぶってるから？

　愛あい子こさんちに帰かえりながら、そんな言こと葉ばが頭あたまの中なかでグルグルまわる。必ひっ死しに走はしっても、頭あたまをふっても、それらの言こと葉ばは出でていってはくれない。

　さっき聞きいたばかりのティナちゃんの声こえやヤヤコの声こえが、なわのように、あたしをグルグル巻まきにする。

　苦くるしくて、悲かなしくて、通とおりすぎようとした公こう園えんに入はいり、ベンチにヘナヘナとこしかけた。

　ティナちゃんにわたそうとしたサブバッグを、取とり出だしてみる。きのうぬった、布ぬののぬい目めが、やけにダサく見みえる。

『よけいなおせっかい、しないで！』

　はきすてるような、ティナちゃんのはげしい声こえがよみがえった。

『ハナビって、ほんっと、ダサいんだから。』

　ヤヤコのうすら笑わらいをふくんだ声こえも。

　涙なみだがこぼれたから、サブバッグに顔かおをつけた。そのとき！

「おいっ！」

　声こえがした。涙なみだでぬれた目めをあげると、Ｔティーシャツにジーンズというラフな服ふく装そうのヤマト君くんが立たっている。

「おまえ、なにしてんだよ。そのバッグ、きのう直なおしてたヤツだろ。またよごれるじゃないか。」

「もういいの。つきかえされちゃったから。よけいなおせっかいしないでって。」

「えっ、それ、人ひとのバッグだったのかよ。」

「そう。捨すてられてたから、勝かっ手てに直なおしちゃったの。でも、結けっ局きょく、よけいなおせっかいしちゃった。あたし、学がっ校こうじゃ、みんなにきらわれてるの。だから……。」

　言いいながら、また涙なみだがこぼれる。それをあわてて手てでぬぐう。

　ヤマト君くんはこまったように、立たちすくんでる。

「あっ、ごめんね。あたし、またヘンなこと言いって。」

「なんであやまるんだよ。ヘンなことじゃないよ。おまえ、一いっ生しょう懸けん命めい、バッグを直なおしてたじゃないか。人ひとのものなのにさ、必ひっ死しになって。だから、あやまることなんてない！」

　怒おこったように、ヤマト君くんは言いった。

「あやまらなきゃいけないのは、人ひとのバッグを捨すてたやつと、バッグを直なおしてもらったのに、礼れいも言いわないやつだろっ。」

「そうだけど……。」

　あたしはどうしてヤマト君くんが、こんなに怒おこってるのかわからない。

「しっかりしろよ。だからきらわれるんだぞ！　怒おこるべきときはちゃんと怒おこれよ。」

　ヤマト君くんはまだ怒おこってる。けれど、ふいに、クッと小ちいさな笑えみをもらす。

「だけど、まさか、おまえとおれが似にた者もの同どう士しだったなんてな。」

「えっ？」

「どっちも、きらわれ者ものってこと。まっ、おまえは、おれほどじゃないと思おもうけど……。」

「えっ、ヤマト君くんも？」

「そうじゃなきゃ愛あい子こさんちに、やっかいになんかなんねえよ。やっかいになってるわりに、態たい度どでかいけどさ。」

　ヤマト君くんは、てれたように空そらを見み上あげた。さっきまで暗くらくくもっていたのに、今いまの空そらは青あおく、明あかるい。

「そんなこと……。」

　言いいかけて、フフッと小ちいさく笑わらった。

　おかしかったのに、涙なみだはどんどん出でてくる。

　悲かなしいだけじゃない。なんだか、あったかな涙なみだだ。

「もう泣なくなよ。」

「うん。ごめんなさい。」

「ほら、またあやまる。いいか、おまえは悪わるくない。なんにも悪わるくない。だからもう、あやまるなよ。」

　どうしても涙なみだは止とまらない。あたしは答こたえるかわりに、大おおきくうなずいた。

「じゃ、おれ、バイト行いくから……。」

　ヤマト君くんの足あし音おとが去さっていく。

「あっ。」

　あたしは立たち上あがった。

「ありがとー！」

　大おお声ごえで言いうと、ヤマト君くんは背せを向むけたまま、軽かるく手てをあげた。





７　二人ふたりでクッキング







　ゴールデンウィークがはじまった。

　パパとママは旅りょ行こうに行いこうと誘さそいに来きたけど、行いかないことにした。ここでカフェのお手て伝つだいをしたいし、むしろ二人ふたりだけで行いってほしい。仲なか直なおりのためにも……。

　公こう園えんでのヤマト君くんの言こと葉ばは、それからのあたしの力ちからになっている。

　そもそもあたしはなにをしても、心こころのどこかで自じ分ぶんが悪わるい、ダメな子こなんだって思おもってしまう。

　家いえを出でた自じ分ぶんが悪わるい。学がっ校こうでいじめられる自じ分ぶん、運うん動どうオンチな自じ分ぶん、受じゅ験けんに失しっ敗ぱいする自じ分ぶんはダメ……。

　だれかに言いわれた記き憶おくはないのに、心こころのどこかで、〝いい子こ〟の自じ分ぶんを作つくってしまっていたのかも。だから、そうなれないときは、自じ分ぶんがいけないって思おもってしまうのかもしれない。

　それが、ヤマト君くんのおかげでとざしていた心こころのどこかに穴あながあいて、ちょっぴり風かぜ通とおしが良よくなった気きがする。

　ヤマト君くんはそれからも、いつもブスッとしていて、話はなしかけてくることもない。でももう、あたしは平へい気きだ。ヤマト君くんのやさしさを知しったから。

「ねえ、ハナビ。明日あしたまでに仕し上あげなきゃいけない仕し事ごとがあるの。だから、今こん夜やは夕ゆうごはん作つくれないけど、いい？」

　仕し事ごと部べ屋やからリビングに出でてきた愛あい子こさんが言いった。

「オッケー。」

「じゃあ、どこかで、お弁べん当とうでも買かっちゃおうか。」

「そうだね……。」

　答こたえかけて、あっと思おもった。

「きょうは、あたしが作つくるよ。」

「えっ？　ハナビが？」

「そうよ。ママが仕し事ごとはじめてから、なんどか作つくったことがあるもん。」

　あたしは胸むねをはる。

「じゃあ、お願ねがいしちゃおうっと。よろしく～。」

　愛あい子こさんは、あたしの肩かたをポンとたたいた。

「あ、ところで、ハナビ。どっかでわたしの眼鏡めがね、見みなかった？」

「え？　頭あたまの上うえにあるよ？」

　あたしは愛あい子こさんが頭あたまの上うえにかけている眼鏡めがねを指ゆび差さした。

「あらー、やだわ。こんなところに。すっかりわすれてた。私わたしったら、もう、や～ね～。」

　愛あい子こさんはそう言いって、ふらふら歩あるきながら仕し事ごと部べ屋やへもどっていった。愛あい子こさん、仕し事ごと、大たい変へんなんだな……。

　時じ間かんは午ご後ご三時じ。買かい物ものとか考かんがえると、そろそろはじめてもいいころ。

　よーし、おいしいものを作つくって、愛あい子こさんに元げん気きになってもらおう！

　リビングの本ほん棚だなにある料りょう理りの本ほんを数すう冊さつ取とり出だし、ページをめくる。

　どのページにも、おいしそうな料りょう理りがのっている。だけど……。

　あたしが作つくったことのあるものといったら、くずれた肉にくじゃがと、ハムエッグとみそ汁しるくらいだ。はて、どうしよう？

　急きゅうに自じ信しんがなくなったとき、早さ紀きちゃんが入はいってきた。

「早さ紀きちゃん、今こん晩ばん、なに作つくったらいいかな？」

「えっ、ハナビちゃんが作つくるの？」

　早さ紀きちゃんは、疑うたがわしそうな目めを向むける。

「そうなの。だって、愛あい子こさん、しめきりで大たい変へんだって。」

「たしかに。きょうはわたしも愛あい子こさんのお手て伝つだいとカフェもあるから、手て伝つだってあげられないわ。」

「かんたんに作つくれそうなものは、ないかなあ。」

「そうねえ。オムライスなんて、どう？」

「あっ、それ、前まえに愛あい子こさんに作つくってもらった。そっかー、それなら、できるかも！」

　Ｖブイサインを出だす。

「がんばってね。期き待たいしてるよ～。」

　早さ紀きちゃんにもはげまされた。よ～し！

　料りょう理りの本ほんにのっていたオムライスのページを開ひらいて、材ざい料りょうをたしかめる。

「卵たまごとたまねぎと、とり肉にく……。あとサラダも作つくらなきゃ。」

　冷れい蔵ぞう庫この中なかを確かく認にんしてから買かい物もののリストを作つくり、キッチンの引ひき出だしに入はいっている食しょく費ひ用ようのサイフを持もって、スーパーマーケットに出でかけた。

　スーパーに着ついたとき、目めの前まえでタクシーが停とまり、中なかからサングラスをかけた女おんなの人ひとがおりてきた。続つづいて、おりてきた女おんなの子こに、目めがくぎづけになる。ティナちゃんだ。

　サングラスをかけている女おんなの人ひとは、お母かあさんなんだろうか？　おしゃれな人ひとだ。

　ボーッと見みとれていると、二人ふたりはスーパーマーケットの向むかい側がわにある歯し科か医い院いんに入はいっていった。

　ティナちゃんは、きっとお金かね持もちのおじょうさん。それなら、サブバッグぐらい、新あたらしいのを買かってもらったかもしれない。中なかに入はいってた体たい操そう着ぎだって。

　そうだとしたら、必ひっ死しになって直なおしたことが、たしかによけいなおせっかいだったって、素す直なおに思おもえる。




　買かい物ものから帰かえり、うでまくりをして、オムライス作づくりに取とりかかった。

　まずは料りょう理り本ぼんのレシピどおりに調ちょう味み料りょうを準じゅん備びしていく。

　つぎはたまねぎのみじん切ぎり。皮かわをむいて、まな板いたの上うえに置おき、半はん分ぶんに切きり、包ほう丁ちょうを入いれていく。サクッ、サクッと、いい音おとがする。

　たまねぎの汁しるが目めにしみて涙なみだがこぼれてきた。そこへ、ヤマト君くんが帰かえってきた。

「また泣ないてんの？」

「そうじゃなくって、たまねぎ切きってたら……。」

「まさか、おまえがなにか作つくるの？」

　ヤマト君くんはキッチンに近ちかづいてくる。

「愛あい子こさん、きょうはしめきりでいそがしくて、ごはん作つくれないって。」

「ふうーん。で、なにを作つくるわけ？」

　ヤマト君くんは切きりかけのたまねぎが置おいてあるまな板いたの上うえを見みる。

「オムライス。今いま、たまねぎをみじん切ぎりにしてるとこ。」

「えっ。これでみじん切ぎり？　でかっ！」

　ヤマト君くんは切きったばかりのたまねぎを見みておどろく。

「いいか、みじん切ぎりっていうのは、もっと細こまかく切きらなきゃ。」

　言いうなり、手てを洗あらうとあたしの手てから包ほう丁ちょうを取とり、

「ほら、こんなふうに。」

　トントントントンと、リズミカルに包ほう丁ちょうを入いれる。すごく上じょう手ずだ。あっというまにめちゃくちゃ細こまかいみじん切ぎりが完かん成せいした。

「すごーい！　すごーい！」

　思おもわず歓かん声せいをあげる。

「亡なくなったオフクロが、料りょう理りするの、小ちいさいころ、ずっと見みてたんだ。あと裁さい縫ほうもよくやってたんだ……。」

　ヤマト君くんは、ニコリともしないで言いった。ふと、このあいだティナちゃんのバッグを直なおしていたとき、ヤマト君くんがいつからかそばで見みていたことを思おもい出だした。そうか、ヤマト君くんはお母かあさんのことを思おもい出だしてたんだ。

「ごはんは炊たいた？」

　ヤマト君くんに聞きかれて、あたしはあわてた。

「あ──っ、わすれてた！」

「ごはんなきゃ、オムライスにならねえだろ。」

「そうでした！」

　あたしは大おお急いそぎで、お米こめをといで、炊すい飯はん器きの早はや炊だきモードに設せっ定ていする。

　そのあいだに、ヤマト君くんはとり肉にくを切きり、卵たまごをとく。そして、あたしに言いった。

「といた卵たまごに、マヨネーズと牛ぎゅう乳にゅうを、大おおさじ１杯ぱいずつ入いれて。」

「マヨネーズ？」

「うん。一いっ般ぱん的てきには生なまクリームだけど、マヨネーズでもいいんだよ。牛ぎゅう乳にゅうといっしょに入いれると、卵たまごがフライパンにくっつかずに、すげえフワッとするから。」

「な～るほど。勉べん強きょうになる～。」

　あたしはノートを持もってきて、言いわれたことをメモしていく。そうだ！　今こん度ど、ハンドメイドで、かわいいレシピブックを作つくろう。
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「じゃ、ごはんが炊たけるまでに、サラダを作つくるぞ！」

　ヤマト君くんは完かん全ぜんにのっている。たのもしい～！　ヤマト君くんって、無む口くちで無ぶ愛あい想そうな人ひとかと思おもってたけど、ぜんぜんちがうんだなあ。人ひとは見みかけではわかんない。まさか、ヤマト君くんとこういうやりとりができるなんて……。

「材ざい料りょうは、レタスときゅうりとトマトを買かってきたけど……。」

「う～ん、なんかつまんねえな。」

　ヤマト君くんは冷れい蔵ぞう庫この中なかを調しらべる。

「にんじん……。りんご……。よし、決きまり！」

「なにを作つくるの？」

「にんじんとりんごのサラダ。超ちょうかんたん。

　にんじんとりんごを千せん切ぎりにして、オリーブオイルと塩しおとコショウをふりかけてあえたら、できあがり！」

「ほんとにかんたんなんだね。あたしにもできるかも。」

　ノートに、しっかりとメモを取とる。

「問もん題だいは、塩しおとコショウのさじかげんだな。」

「どれくらい入いれればいいの？」

「うーん、感かん覚かくなんだよな……。」

「くわしく教おしえてください！　お願ねがいします！」

　ヤマト君くんの顔かおをじっと見みる。

「え～っと……、オリーブオイルが大おおさじ２、塩しおは小こさじ２分ぶんの１……くらいかな。冷れい蔵ぞう庫こで冷ひやしたあと、最さい後ごに塩しおかげんをみたほうがいいかもな。」

　言いいながらも、ヤマト君くんは信しんじられない速はやさで、そして信しんじられない細ほそさで、どんどんにんじんを切きっていく。次つぎにりんごを切きる。

「うわーっ！　手て品じなみた～い！」

　思おもわずメモを取とる手てを止とめ、思おもいきり手てをたたく。

「いいから。ごはん炊たけたぞ。」

「オッケー。」

　いよいよフライパンで、とり肉にくとたまねぎをいため、塩しおとコショウをふりかけ、ケチャップを入いれる。ごはんを加くわえてさらにいためる。

　ものすごくいいにおいがしてきた。

　チキンライスを器うつわに盛もると、ヤマト君くんはフライパンを洗あらい、もう一いち度ど火ひにかけて熱あつくする。

「熱あつくしないと、卵たまごがくっつくから。」

「へ～！」

　熱あつくしたフライパンに油あぶらをひいて、卵たまごを流ながしこむ。はしで軽かるくかきまぜて広ひろげ、半はん熟じゅくになったらごはんの上うえにのせ、ケチャップをかけて、できあがり！

「愛あい子こさんが作つくってくれたオムライスも、すっごくおいしかったけど、ヤマト君くんが作つくったのも、おいしそう！」

　こんなにステキな人ひとが、きらわれ者ものだなんて信しんじられない。

　新あたらしいお母かあさんとうまくいってないってことは聞きいてるけど、制せい服ふくを着きている姿すがたを一いち度ども見みていないことからすると、学がっ校こうにも行いってないのかもしれない。

　最さい初しょはこわくてたまらなかったけど、こんなふうにいっしょにキッチンに立たっていると、こわいどころか、どんどんステキに見みえてくる。

「じゃあ、二つ目めのオムライスは、おまえ作つくってみろ。」

「えっ、う～ん……。うまくできるかなあ……。」

「失しっ敗ぱいしなきゃうまくなんないぞ。」

「そうだよね。」

　料りょう理り本ぼんのレシピを読よみ直なおしたり、さっきのヤマト君くんのやり方かたを思おもい出だしたりしながら、チャレンジする。けれど……。

「あ～あ。」

　ふわトロのはずが焼やきすぎてかたくなっちゃった。やっぱりなぁ。あたしのことだから、こうなるんじゃないかと予よ感かんはしてた。

「おいっ、なんだそれ！」

　ヤマト君くんは、あきれた顔かおで見みている。

「はぁ……。これじゃあ、オムライスというより、炒いり卵たまごのせごはんって感かんじだよね～。」

　ほんと、がっかりだ。

「それは、おまえが食たべろ。」

　ヤマト君くんがあっさりと言いった。




　そうして、とうとう夕ゆうごはんができあがった。

　卵たまごの色いろに合あわせて、黄き色いろいランチョンマットをしき、その上うえにオムライスとサラダのお皿さらをのせる。

　そこへ、愛あい子こさんと早さ紀きちゃんが現あらわれた。

「さっきから、おいしそうなにおいがして、もう待まてないよ～っ。」

　早さ紀きちゃんがお腹なかに手てを当あてた。

「お二人ふたりさま、どうぞ～！」

　あたしは、席せきに向むかって手てを広ひろげた。

　それからは、いつものようにワイワイガヤガヤとおしゃべりが続つづいた。みんなで食たべるごはんは、ほんとにおいしいけど、ヤマト君くんに教おしえてもらいながら作つくったごはんは、特とく別べつにおいしい。

「こ～んなにおいしいんだから、これからもヤマト君くんとハナビに作つくってもらおうかな。」

　愛あい子こさんが、にこにこしながら言いった。

「やるやる～！　毎まい日にちでもやる～！」

　あたしは身みをのりだした。すると、

「おれ、週しゅう四でバイトあるから、おまえがやれば？」

　ヤマト君くんは冷つめたく言いい放はなった。





８　借かりはナシ







　ゴールデンウィークが終おわった。

　また明日あしたから学がっ校こうかと思おもうと、ゆううつな気き分ぶんにおそわれそうになった。その一いっ方ぽうで、この休やすみ中ちゅうに作つくりはじめたレシピブックが、けっこう気きに入いっていて、早はやく完かん成せいさせたいと、ワクワクもしている。

　休やすみ中ちゅうに、表ひょう紙しにする厚あつ紙がみと中なか綿わたにするキルト芯しんをＢビー５サイズにカットしてはり合あわせ、あわいピンクと白しろのストライプの布ぬのをひと回まわり大おおきく切きっておいた。

　今日きょうは、この布ぬのの上うえに、プラ板ばん（手しゅ工こう芸げい用ようのプラスチックの板いた）でタイトルを付つける作さ業ぎょうだ。

　百ひゃく円えんショップで買かってきたプラ板ばんをアルファベット型がたに切きり取とって、布ぬのにぬいつけていく。

　まずは、プラ板ばんの表ひょう面めんをやすりで軽かるくけずり、その上うえに〝HANABI'sハナビズ　Recipeレシピ　Bookブック〟と太ふとくふちどったアルファベット文も字じを書かく。一ひと文も字じずつ切きり取とったあとは、糸いとを通とおして布ぬのにぬいつけられるように、パンチで二～三か所しょ穴あなをあけ、カラフルな色いろえんぴつでぬる。オーブントースターで熱ねっしてちぢませたプラ板ばんを、まっすぐになるように、まな板いたでおさえて冷さまし、ストライプの布ぬのにひとつずつぬいつける。なかなか細こまかい作さ業ぎょうだけど、できていく工こう程ていが楽たのしい。

　最さい後ごに、表ひょう紙しの上うえにプラ板ばんをぬいつけた布ぬのをかぶせて、手しゅ芸げい用ようボンドではりつけたら完かん成せい！

　自じ由ゆうにレイアウトできるように、中なかのページは無む地じの画が用よう紙しだ。

　穴あなあけパンチであけた穴あなにヒモを通とおしてとじているから、あとからいくらでもレシピを追つい加かできる。

　さっそく、ヤマト君くんに教おしえてもらったときのメモを見みながら、オムライスの作つくり方かたを画が用よう紙しに書かきこんでいく。

『卵たまご２個こに、牛ぎゅう乳にゅうとマヨネーズを大おおさじ１杯ぱいずつ入いれると、フワフワになる！　卵たまごを３個こにすると、さらにフワフワ！』というところには、『ヤマト君くんポイント』と書かいて、目め立だつようにマスキングテープをはってみた。

　あとは、作つくり方かたの手て順じゅんに、イラストをそえてみよう。早はやくいろんなレシピで、ページをうめていきたいな。
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　カラーペンに手てをのばしたところで、大おおきなあくびが出でた。

「わっ！　もう十二時じ!?」

　ハンドメイドをしていると、いつもこう。時じ間かんがたつのをわすれてしまう。

　続つづきは、明日あした、学がっ校こうでやることにしよう。これで少すこしは、学がっ校こうに行いく楽たのしみができた。

　電でん気きを消けしてふとんに入はいると、すぐにねむけがやってきた。

　夢ゆめの中なかでは、あたしとヤマト君くんが、かまくらみたいな大おおきなオムライスを作つくっていた。







　ひさしぶりに学がっ校こうに行いったら、みんなは休やすみ中ちゅうの旅りょ行こうのこと、観みに行いった映えい画がのことなど、楽たのしそうな話わ題だいで盛もり上あがっている。

　あたしはひとり、自じ分ぶんの席せきでレシピブックの制せい作さくを続つづけていた。すると、

「あいかわらず暗くらいね。連れん休きゅう中ちゅうもそんなことばっかしてたの？　ほんと、陰いんキャラ。」

　ヤヤコが言いい、いっしょにいる子こたちがクスクス笑わらった。

「だって、楽たのしいんだもん。」

　そう答こたえたとたん、自じ分ぶんでもビックリした。今いままで、一いち度どだって、ヤヤコになにかを言いいかえしたことがない。いつもうつむいて、嵐あらしが通とおりすぎるのを、じっと待まっていた。

　それなのに、たった今いま、さらりと言いった声こえは、あたしのものじゃないみたいだ。どうしちゃったんだろう？

　ビックリしたのは、ヤヤコも同おなじだったみたいで、

「ふうーん、言いうじゃない。」

と冷つめたく光ひかる目めで、あたしのことをなめるように見みる。

「あの……。なんか用よう？」

　たずねると、

「べつに……、あんたに用ようなんかあるわけないじゃない。」

　ヤヤコは言いい放はなつと、ほかの子こたちといっしょにはなれていった。

　それにしても、なんだか今いままでとは、ちょっとちがう感かんじ。

　なんだろう？　なにがちがうんだろう？

　いつものように、ビクビクしなかったからかな？




　放ほう課か後ご、下げ駄た箱ばこのところへ行いくと、またティナちゃんを見みかけた。

　なにかこまっている様よう子すだったけど、よけいなおせっかいはしないと決きめて、先さきに校こう舎しゃを出でた。

　門もんの前まえの桜さくらの木きの下したで、知しらない女おんなの子こたちが四、五人にん集あつまっている。通とおりすぎようとすると、その中なかのひとりの声こえが聞きこえてきた。

「ちゃんとかくせた？　ティナのくつ。」

　ティナという言こと葉ばが、やけにはっきり聞きこえた。

「中なか庭にわの植うえこみのところにかくしたから、すぐにはわからないと思おもう。」

　だれかが答こたえている。

　さっき下げ駄た箱ばこのところで見みた、ティナちゃんの様よう子すを思おもい出だした。たしかに、なにかさがしているようにも、こまっているようにも見みえた。

　わすれものでもしたふりをして、あたしは急いそいで下げ駄た箱ばこのところまでもどる。ティナちゃんは下げ駄た箱ばこの前まえで立たちつくしていた。

「ティナちゃんのくつ、中なか庭にわの植うえこみにかくしてあるって。あたし、取とりに行いってくるね。」

　それだけ言いって、中なか庭にわまで走はしった。

　中なか庭にわの中ちゅう央おうにある花か壇だんのすきまや、花はな々ばなのあいだをさがしていると、ティナちゃんが上うわばきのままやってきた。

「自じ分ぶんでさがすから、もういいわ。」

　ティナちゃんは、あごをツンと上あげて言いう。

「見みつかるまで、いっしょにさがすよ。」

　あたしが、なおもさがそうとすると、

「あなたって、どうしてそんなにおせっかいなの？」

　ティナちゃんは腹はら立だたしそうに顔かおをしかめた。

「あたしも、同おなじだったから……。小しょう学がっ校こうのとき、バッグや体たい操そう着ぎをかくされたり、くつも捨すてられてたことがあったから。」

「あっ、そう。それで、同どう情じょうしたってわけ？」

「そういうんじゃなくって……。」

「いっしょにしないでよっ。」

　ティナちゃんは言いい放はなった。

「わかった……。」

　そう言いって、中なか庭にわを出でようとしたとき、椿つばきの木きがならんで立たっている奥おくのほうに、なにか黒くろいものが、チラッと見みえた。

　椿つばきの木きのあいだをはうようにして手てをのばすと、くつにとどいた。

「これじゃない？」

　くつを手てにしたまま声こえをかけると、近ちかづいてきたティナちゃんは、あたしの手てからひったくるようにくつを取とった。

「よかった……。」

　つぶやいて、そのまま去さろうとすると、

「待まちなさいよ！」

　ティナちゃんがよびとめる。

「制せい服ふくがどろだらけよ。」

「あっ。」

　見みると、上うわ着ぎもスカートもどろだらけになっている。

　手てではらっていると、ティナちゃんがハンカチを差さし出だした。

「いいよ、そんなにきれいなの。よごれちゃうよ。」

　ことわると、ティナちゃんはふいに笑わらいだした。

「あなたって、おかし～。」

「えっ？」

「だって、よごれたのはあなたでしょ。わたしのくつのために、どろだらけになったのに、ハンカチがよごれるって……。」

　ますますおかしくなったのか、ティナちゃんはお腹なかをかかえて笑わらい続つづける。

　あたしはなにがなんだかわからなくて、ただつっ立たって、ティナちゃんを見みていた。

　しばらく笑わらったあとで、ティナちゃんは、急きゅうに大人おとなっぽい感かんじになって言いう。

「お礼れいに、なにかおごるわ。」

「えっ、いいよ。」

「だれかに借かりができるの、わたし、いやなの。だから、おごらせて。な～んて言いっても、コンビニかハンバーガーショップよ。」

「そうだ！　あたしのおばさんちのカフェに行いかない？　そこのワッフルが雑ざっ誌しで紹しょう介かいされたくらいおいしいの。」

「ふーん……。じゃ、そこで。」

　ティナちゃんは、すまして言いった。




　愛あい子こさんに電でん話わをすると、

「連つれていらっしゃいよ。」

　即そく座ざにオッケーしてくれた。

　ティナちゃんといっしょにカフェに向むかいながら、これまでのことを話はなした。

　自じ宅たくの近ちかくのコンビニでティナちゃんを見みたこと。

　そのときに持もっていたサブバッグについていた貝かい殻がらモチーフのキーホルダーがとてもステキで、よく覚おぼえていたこと。

　だから、サブバッグが捨すてられているのを見みつけたとき、すぐにティナちゃんのものだとわかったこと。

　うちを出でて、今いまはおばさんのうちにいること。そこにはヤマト君くんという高こう校こう一年ねん生せいの男おとこの子こもいること。

　愛あい子こさんは、イラストレーターだけど、カフェもやっていることなど、だいたいのことは話はなした。

　ティナちゃんも、お母かあさんとお父とうさんは離り婚こんしていて、お母かあさんはいそがしくて、あまりうちにいないこと。

　お手て伝つだいの人ひとはいるけど、お互たがいに気きをつかって気きづまりだから、夕ゆう方がたには帰かえってもらっていること。だからいつもコンビニ弁べん当とうを買かって食たべていることなどを話はなしてくれた。

「そういえば、このあいだ、スーパーマーケットに買かい物ものに行いったとき、お母かあさんといっしょにタクシーからおりてくるのを見みたよ。」

　そう言いったら、

「人ひとちがいじゃないの？」

　ティナちゃんは、さっと否ひ定ていした。

　愛あい子こさんちが見みえてきた。

「あそこだよ！」

　指ゆび差さすと、

「わあ、ステキ。わたし、ああいう古ふるい家いえ、大だい好すきなの。」

　ティナちゃんは顔かおをほころばせる。

「それにしても、あなたのおばさんって、変かわってるよね。知しらない男おとこの子こを住すまわせたり、自じ分ぶんの仕し事ごとがあるのに、カフェをやったり……。」

「ほんと、変かわってるの。でも、だから、楽たのしいんだ。」

　あらためて、そう思おもう。

「あっ、それ、わかる～！」

　ティナちゃんもうなずいた。

　カフェに顔かおを出だすと、店てん内ないはごったがえしていた。

「ごめん、ハナビ。急きゅうに団だん体たいさんが来きちゃったの。悪わるいけど、手て伝つだってくれる？」

　愛あい子こさんは、いくつもならんだカップにコーヒーを注そそぎながら、早はや口くちで言いう。

「あっ、でも、友ともだちが……。」

　言いいかけると、ティナちゃんがさっと進すすみ出でる。

「わたしもお手て伝つだいします！」

「あら、助たすかるわ。じゃ、お願ねがいね。」

　愛あい子こさんは、あたしとティナちゃんにエプロンをわたした。ティナちゃんは、そのエプロンをつけながら、

「これで借かりはナシね。」

とあたしの耳みみ元もとで小こ声ごえでささやく。

　いざ手て伝つだいがはじまると、ティナちゃんはきびきび動うごいた。

「お待またせしました！」

　学がっ校こうでは見みせたことのない笑え顔がおで礼れい儀ぎ正ただしく言いって、注ちゅう文もんのものを出だしている。
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　人ひとって、ほんとにわからない。いつもブスッとしていて、するどい目めを光ひからせているヤマト君くんは、話はなしてみるとこわいどころか、めちゃめちゃやさしい人ひとだった。

　ティナちゃんだって、きれいで、人ひとをよせつけない雰ふん囲い気きがあり、プライドも高たかそうだけど、意い外がいに気きさくな人ひとだ。

　閉へい店てん時じ間かんになると、愛あい子こさんが手て伝つだってくれたお礼れいにと、ティナちゃんを夕ゆうごはんに誘さそった。

「ただし、おうちの人ひとがゆるしてくれたらね。」

　愛あい子こさんはそう条じょう件けんをつけたけど、

「おうちの人ひとなんていないから、平へい気きです。」

　ティナちゃんは平へい然ぜんとした表ひょう情じょうで言いった。

　そうはいかないと愛あい子こさんに言いわれ、ティナちゃんはしぶしぶスマホをとり出だし連れん絡らくを入いれていた。




　愛あい子こさんと早さ紀きちゃん、そしてティナちゃんとあたしの四人にんで、夕ゆう食しょく作づくりをはじめたころ、ヤマト君くんが帰かえってきた。

　ヤマト君くんはめずらしく制せい服ふくを着きている。はじめて見みたけど、すごく似に合あってる。やっぱりカッコイイな～。それにしても、どうしたんだろう？

　ティナちゃんを紹しょう介かいしたのに、ほんの軽かるく会え釈しゃくをしただけ。ティナちゃんのほうは、興きょう味み深ぶかそうに、ジロジロとヤマト君くんを見みていた。

「ね、あの子この制せい服ふく、青せい弦げん学がく院いんのだよね。あそこ、かなりの難なん関かん校こうよ。」

「あっ、そうみたいね。でも、あまり学がっ校こうには行いってないみたいだけど……。」

「じゃ、わたしと同おなじだ。わたしもしょっちゅう学がっ校こう休やすんでる。あんなイジワルな子こばっかの学がっ校こうなんて行いく気きがしないもん。」

　そこに、着きがえてきたヤマト君くんが加くわわった。

「ね、ヤマト君くん、いつものアレ、作つくってよ。」

　早さ紀きちゃんが言いう。

「アレって？」

　たずねても、

「ないしょだよね～。」

　早さ紀きちゃんはヤマト君くんに目め配くばせをする。

　ヤマト君くんは無む表ひょう情じょうのまま、冷れい蔵ぞう庫こを開あけて、にんにくとアンチョビを取とり出だした。

　うん？　なにを作つくるんだろう？

　ヤマト君くんの動うごきを見みていると、

「ハナビ、これ、オーブンに入いれてくれる？　ティナちゃんは、これを蒸むして！」

　愛あい子こさんに言いわれた。

「はい、は～い！」

　オーブンを開あけてふり向むくと、ティナちゃんは野や菜さいを蒸むし器きに入いれている。その顔かおの、なんとかがやいていること……。

　コンビニでからあげ弁べん当とうを買かっていたときのティナちゃん、修しゅう理りしたバッグをおしかえしたときのティナちゃん、くつをかくされてこまっていたときのティナちゃん──どのティナちゃんともちがう顔かおだ。

　あたしまで、うれしくなってくる。ふんふんと鼻はな歌うたを歌うたっていると、

「おい、もたついてんじゃねえぞ！」

　背はい後ごから、ヤマト君くんにしかられた。





９　小ちいさなお客きゃくさま







　早さ紀きちゃんに言いわれて、ヤマト君くんが作つくっていたのは、バーニャカウダという料りょう理りだった。

　キャベツやパプリカ、かぼちゃやにんじん、さやえんどう……。いろんな蒸むした野や菜さいを、熱あつ々あつにしたソースにつけて食たべると、めちゃくちゃおいしい。

　ソースにオリーブオイルが入はいっているのはわかるのだけど、あとはきっと、ヤマト君くんが手てにしていたにんにくとアンチョビとか……？

「ああ、幸しあわせ！」

　ティナちゃんはなんども口くちにする。

「毎まい日にち、コンビニのお弁べん当とうじゃ、あきちゃって。」

「おうちの人ひとは、作つくってくれないの？」

　愛あい子こさんが聞きくと、

「パパとママは離り婚こんしちゃったし、ママはほとんどうちにいないし。お手て伝つだいの人ひとはいるけど、夕ゆう方がたには帰かえるから、ごはんはないの。」

　めんどくさそうに答こたえる。

「じゃ、ときどきうちに食たべに来くれば？」

　愛あい子こさんは、さらっと言いう。

「えっ、いいの～？」

　ティナちゃんの目めがかがやいた。

「ただし、うちの人ひとにも、ちゃんと居い場ば所しょを伝つたえておくのよ。」

「はーい。」

「それなら、オッケーよ。」

　愛あい子こさんは、ウィンクをする。早さ紀きちゃんは、ティナちゃんを見みつめながら、なにやら考かんがえていたけど、ふいに目めを見み開ひらいた。

「そうだわ。ティナちゃんって、だれかに似にてるって思おもってたけど、わかった。女じょ優ゆうの湯ゆ島しま香か織おりさん。」

　早さ紀きちゃんが言いい終おえるや、ティナちゃんは大おおきく顔かおをしかめる。

「よく言いわれるの。でも、ほんと、いや。あの人ひと、スキャンダルばっかりじゃない。あんな人ひとに似にてるなんて、最さい低ていよ。」

　ティナちゃんの、いかにもいやそうな言いい方かたに、食しょく事じの場ばがシーンとなった。愛あい子こさんがそんな雰ふん囲い気きをふきはらうように、明あかるく口くちを開ひらく。

「あんなにきれいな人ひとに似にてるって言いわれるなんて、うらやましいわよねえ。」

「ほんと、ほんと。うらやましい！」

　早さ紀きちゃんも強きょう調ちょうするように言いう。

「ヘンなの。みなさんだってステキなのに……。」

　ティナちゃんは、きゅっとくちびるをとがらせ、話わ題だいを変かえる。

「そういえば、ヤマト君くんって、コンビニでバイトしてるでしょ？」

　ずっとだまっていたヤマト君くんがうなずいた。

「やっぱりなあ。どこかで見みたことがあるって思おもってた。あのコンビニは、毎まい日にちのように行いってるし、なんか最さい近きんイケメンのバイトが入はいってきたなって思おもってたから。」

「ティナちゃんちも、あの近ちかく？　ハナビのうちもあのへんよ。」

　愛あい子こさんが言いうと、ティナちゃんも大おおきくうなずき、

「ハナビちゃんから聞きいた。びっくりよ。」

と言いい、あたしを見みた。あたしは軽かるく肩かたをすくめる。

「まさか、いっしょに夕ゆうごはん食たべるなんてね。」

「いいなあ、こんなふうに、いっしょにごはん作つくって、みんなで食たべて。いろんな話はなしをして。こういうの、いいなあ。」

　ティナちゃんは遠とおい目めをして言いった。

　食しょく事じが終おわり、あとかたづけをして、デザートを食たべているとき、このまえつきかえされたバッグを、おそるおそるティナちゃんに見みせた。

　ティナちゃんはじーっとバッグをながめて、

「かわいい！　前まえよりかわいくなってる～！」

と大おお声ごえで言いった。そして、申もうし訳わけなさそうに、あたしを見みた。

「あのときは、ごめんね。わたし、あの学がっ校こうの人ひとたちのこと、だれも信しん用ようしてないから。どうせまた、いやがらせだろうって思おもったの。」

「そうだったんだ……。」

「用よう心じん深ぶかくしてないと、なにされるかわからないもん。」

「たしかに……。」

　あたしは実じっ感かんをこめて、うなずいた。




　午ご後ご八時じすぎ、ティナちゃんは帰かえると言いいだした。

　愛あい子こさんの提てい案あんで、ティナちゃんちのあたりのことをよく知しっている、ヤマト君くんとあたしが送おくっていくことになった。

　外そとに出でると、五月がつの風かぜは、少すこし生なまぬるくて、気き持もちいい。

　ついこのあいだまで、見み知しらぬ者ものたちだった三人にんが歩あるきだす。

「楽たのしかったなあ。」

　ティナちゃんは歩あるきながら、そうひとこと言いったきり、あとは楽たのしかった時じ間かんを胸むねに秘ひめておこうとするように、なにも話はなさなかった。

　あたしもヤマト君くんもだまって歩あるいた。ただ、三人にんとも表ひょう情じょうは晴はれやかだ。

　ティナちゃんは、いつものコンビニより手て前まえの路ろ地じを曲まがるところで、

「ここでいいわ。きょうはありがとう。」

と言いって、手てをふった。

　帰かえり道みち、あたしと二人ふたりきりになったところで、ヤマト君くんが口くちを開ひらく。

「あの子このお母かあさん、早さ紀きちゃんが言いってた女じょ優ゆうだ。二回かいくらい、いっしょにコンビニに来きたことがあるんだ。」

「そうなの～？」

　思おもわず声こえがひっくりかえってしまった。だって、あんなにいやそうだったから……。

　それじゃあ、あたしがスーパーマーケットの前まえで見みた、サングラスをかけていた人ひとが女じょ優ゆうさん？　たしかにきれいだった……。

「でも、よかったじゃないかよ。バッグ、喜よろこんでくれて。」

「あっ、う、うん……。」

　ちょっとドギマギした。ヤマト君くんと二人ふたりきりで歩あるいていることを、ふいに意い識しきしたから。しかも、ヤマト君くん、ふつうに話はなしてくれている。

「あっ、そ、そういえば、きょう、ヤマト君くん、学がっ校こう、行いったんだね。」

　つっかえながら言いった。

「行いったというより、よび出だされた。おれ、あまり学がっ校こうに行いかないから。で、行いってみたら、おやじもよばれてた。」

　ヤマト君くんは、なんでもないふうに淡たん々たんと話はなす。

「怒おこられた？」

　どきどきしながら聞きいた。

「先せん生せいは、学がっ校こうに来こない理り由ゆうを聞きいただけ。だから、なんのために勉べん強きょうするのか、わからないって答こたえた。なんの目もく標ひょうもないし、自じ分ぶんの将しょう来らいが見みえないって……。」

　ヤマト君くんの答こたえは、あたしの胸むねにささった。

　なんのために勉べん強きょうするのか？　自じ分ぶんの将しょう来らい……？

　そんなこと、考かんがえたこともなかった。

「おやじのほうは最さい低ていだ。おれが帰かえってこなくなって、奥おくさんと、その息むす子ことうまくいってるって。だから、愛あい子こさんには、ほんとうに感かん謝しゃしているそうだ。」

「ええーっ！」

　それって、ひどい。ひどすぎる！

　親おやが、子こどもが帰かえってこなくなったことを喜よろこぶなんて……。

　思おもわず、「帰かえってきて。」って言いい続つづけてくれるパパとママに、感かん謝しゃの気き持もちがわいてくる。

「あっ、おれ、いろいろしゃべってる。」

　ヤマト君くんは苦にが笑わらいをうかべる。ふだんはめったに自じ分ぶんのことは話はなさないのに、きょうはこうしていろいろ話はなしてくれているところをみると、学がっ校こうのことやお父とうさんのことなどで、いっぱい思おもいがたまっていたのかもしれない。

　公こう園えんが見みえてきた。この公こう園えんは、ティナちゃんにバッグをつきかえされて、落おちこんでいるあたしを、ヤマト君くんがはげましてくれた場ば所しょだ。

　ヤマト君くんもなにかを感かんじたのか、公こう園えんのほうに目めをやっている。

「あれ、あの子こ……。」

　ヤマト君くんの視し線せんの先さきには、ブランコに乗のっている小ちいさな女おんなの子この姿すがたがあった。

「もう九時じ近ちかくだぜ。どうしたんだろう？」

　言いうなり、ヤマト君くんは迷まよわず公こう園えんの中なかに入はいっていく。そしてブランコのほうにまっすぐに向むかった。あたしもあとを追おう。

「どうしたの？」

　ヤマト君くんは、女おんなの子こにやさしくたずねる。

「ママを待まってるの。」

　ブランコを小ちいさくゆらしながら、女おんなの子こは小こ声ごえで言いう。

「もうおそいよ。」

「ママはお仕し事ごとで、まだ帰かえってこないの。」

「だけど、こんなところにひとりでいたら、危あぶないよ。」

　女おんなの子こはそれには答こたえず、ブランコをゆらし続つづける。ヤマト君くんは、あたしに向むかって、小こ声ごえで言いう。

「愛あい子こさんに電でん話わして、どうしたらいいか聞きいて。」

「わかった。」

　あたしがスマホを手てにしたのと同どう時じに、

「よ～し、競きょう争そうだ！」

とヤマト君くんはブランコに飛とび乗のった。

　電でん話わに出でた愛あい子こさんは、すぐにここまで来くると言いってくれた。

「リサのほうが速はやいし！」

　女おんなの子こは、ヤマト君くんに負まけまいと、一いっ生しょう懸けん命めいブランコをこぐ。

「おおっ、すげえな。」

　ヤマト君くんが、わざとへばったような顔かおをする。

　そういえば、ヤマト君くんには弟おとうとがいるんだよね。今いまのお母かあさんの子こどもなんだろうけど、知しらない女おんなの子こに対たいして、こんなにやさしく接せっするヤマト君くんのことだから、きっとかわいがっていたんだろうな……。
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　愛あい子こさんは、すぐにかけつけてきた。あわてて飛とび出だしてきたらしく、右みぎと左ひだりでちがうサンダルをはいている。よく見みると右みぎはスリッパだ。

　びっくりしてすぐに言いおうと思おもったけれど、愛あい子こさんは笑え顔がおで、

「こんばんは。」

と、ブランコに乗のっているリサちゃんに声こえをかける。リサちゃんは、ハッとみがまえ、ブランコをこぐのをやめた。

「おばさんは、このお兄にいちゃんとお姉ねえちゃんのおばさんなの。」

　そう言いってから、

「あら、なんだかヘンな表ひょう現げんだったかな。」

とひとりでつぶやく。

「ママを待まってるんだって？」

　リサちゃんはおびえたように、小ちいさくうなずく。

「でももうおそいから、今いまから、みんなで、リサちゃんちまで送おくってってあげる。」

　愛あい子こさんはずっと笑えみをたやさない。

「いや。」

　リサちゃんの小ちいさな声こえが聞きこえた。

「帰かえりたくない！」

　今こん度どははっきりと答こたえる。

「だって、帰かえっても、リサひとりだし。」

「そうか。じゃあ、おばさんちで、ママを待まっていようか？　だけど、ママが帰かえってきて、リサちゃんがいないと心しん配ぱいするでしょ。だから、ママに連れん絡らくできないかなあ。」

　あくまで、やさしくにこやかに言いう愛あい子こさんに、リサちゃんは首くびを強つよく横よこにふった。

「連れん絡らくできないなら、ママにお手て紙がみを置おいておくのはどう？　電でん話わ番ばん号ごうとか書かいて、もどってきたら連れん絡らくしてもらうの。どうかな。」

　リサちゃんはうつむいて、なにやら考かんがえていたが、少すこし顔かおをあげると、ブランコからおりて、

「うちは、あそこ。」

と指ゆびを差さす。その指ゆびの先さきには、古ふるいアパートがあった。

「じゃあ、ママにお手て紙がみを書かきに行いきましょうか？」

　愛あい子こさんはどんどん話はなしを進すすめていく。

　リサちゃんはうなずき、案あん内ないするように先さきを歩あるく。

　ほんの数すう分ふんで、そのアパートに着ついた。

　リサちゃんが、ポケットからカギを出だそうとしたとき、中なかから女おんなの人ひとが飛とび出だしてきた。愛あい子こさんと同おなじくらいの年としに見みえる人ひとだ。

「まあ、リサちゃん、どこに行いってたの？」

「公こう園えん……。」

　うなだれて、リサちゃんは答こたえる。

「夜よる、ひとりで出でかけちゃいけないって、ママから言いわれてたでしょ？」

「だって……。」

　そのとき、愛あい子こさんが近ちかくの古こ民みん家かでカフェをしている者ものだと名な乗のり、これまでのことを説せつ明めいする。

「あの『三さん丁ちょう目めカフェ』の方かたなんですね。それなら安あん心しんだわ。わたしはこの子このママの友ともだちで、ときどきこの子この様よう子すを見みに行いってやってほしいってたのまれてたんですけど、きょうもこんな時じ間かんになるまで来こられなくて……。わたしも家いえに子こどもがいるので、もうそろそろ帰かえりたいんです。」

「リサちゃんのママとは連れん絡らくできますか？」

　愛あい子こさんが聞きいた。

「それが、リサちゃんのママは居い酒ざか屋やで働はたらいていて、終しゅう電でんか、始し発はつでしか帰かえってこられないんです。今いまも仕し事ごと中ちゅうなので、電でん話わはできないけど、ＬＩＮＥラインなら……。」

　愛あい子こさんは女おんなの人ひとに、自じ分ぶんのメールアドレスと電でん話わ番ばん号ごうを書かいてわたし、リサちゃんのママに連れん絡らくしてほしいと伝つたえてくれるよう、たのんだ。

「よかったわね、リサちゃん。これでママと連れん絡らくできるわ。じゃ、ママから連れん絡らくがあるまで、うちで待まってようか？」

　愛あい子こさんが言いったとき、リサちゃんのお腹なかがグーッと鳴なった。

「おやおや、リサちゃんはお腹なかがすいているのかな？」

　リサちゃんははずかしそうに、うなずく。

「じゃあ、早はやく行いって、なにか食たべなきゃね。」

　愛あい子こさんは言いい、ヤマト君くんを指ゆび差さした。

「このお兄にいちゃん、料りょう理りがとっても上じょう手ずなのよ。なにか作つくってもらおっか。」

　リサちゃんは、ヤマト君くんを見み上あげた。

「よ～し、わかった。まかせて！」

　ヤマト君くんは胸むねをはる。リサちゃんが笑わらったから、あたしもいっしょに笑わらった。





10　みんなが集あつまる場ば所しょ







　リサちゃんは愛あい子こさんのうちに来きて、ヤマト君くんが作つくったレタスチャーハンを、「おいしい、おいしい。」と言いって、あっというまにたいらげた。

　夕ゆうごはんは用よう意いされているみたいだけど、「あまり食たべたくない。」と言いう。

　その気き持もちは、あたしもよくわかる。ひとりで食たべるときは、味あじや量りょうより、お腹なかを満みたすための食しょく事じになりがちだ。

　リサちゃんについて、いろんなことがわかった。名な前まえは、平ひら野の里り沙さ。小しょう学がく三年ねん生せいだ。パパはいないとだけ、リサちゃんは言いった。

　あたしはリサちゃんと会あってから、ずっと気きになっていたことがある。リサちゃんがはいているデニムのショートパンツに二か所しょ、大おおきなほころびがあることだった。

　それを、どうしたら直なおせるか、いっしょにいるあいだ、ずっと考かんがえていた。

　そして、ついに思おもいついた！

「ね、リサちゃん。お姉ねえちゃんが、そのショートパンツ、もっとかわいくしてあげる。」

「ほんと～？」

「うん。そのあいだ、リサちゃんは、これ、はいてて。」

　あたしの部へ屋や着ぎを持もってきた。リサちゃんには大おおきすぎてブカブカだけど、ちょっとのがまんだ。

　ハンドメイドボックスと、赤あかいバンダナを持もってきて、そのバンダナを、大おおきいのと小ちいさいのと二つ、星ほしの形かたちに切きりぬいた。

　バンダナは薄うすいから、補ほ強きょうのためにシールタイプの接せっ着ちゃく芯しんをはって、さらにフェルトにぬいつけたあと切きりぬけば、手て作づくりワッペンの完かん成せいだ。

「このお星ほしさまを、こことここにくっつけたら、かわいくない？」

「うん。ものすごーくかわいい！」

　リサちゃんが、はしゃいで大おお声ごえをあげる。

「ステキなアクセントになってる。とってもかわいいわ。」

　愛あい子こさんが言いい、同どう意いを求もとめるようにヤマト君くんを見みた。

「あっ、おれ、よくわかんねえから。」

　そう言いいながらも、ときどき、あたしの手て元もとを見みているのに気きづいてた。また、亡なくなったお母かあさんのことを思おもい出だしているのかな。

「さあ、できあがり～！」

　あたしが言いうと、リサちゃんは大おお喜よろこびで、すぐに着きがえて、はしゃいでいた。けれどいつしかソファで寝ねてしまった。そりゃそうだ。もう十一時じ近ちかいもん。

「さっきリサちゃんのママからメールが来きたの。そろそろむかえに来くるそうよ。」

　愛あい子こさんが言いう。そこへ──。

　リサちゃんのママと思おもわれる女おんなの人ひとが、たずねてきた。

　愛あい子こさんがリサちゃんのママをカフェに案あん内ないした。

　リビングには、ソファでねむっているリサちゃんと、ヤマト君くんとあたしの、三人にんが残のこされた。

　ヤマト君くんは、キッチンに入はいって、なにやら作つくっている。聞きくと、以い前ぜん愛あい子こさんが教おしえてくれた、焼やきりんごを作つくるんだって。

　リビングに、シナモンとりんごのあまい香かおりがただようなか、あたしはきょう、ずっと心こころに引ひっかかっていたなにかについて思おもいをめぐらす。

　ヤマト君くん、ティナちゃん、リサちゃん……。

　みんな、自じ分ぶんのうちでは、ひとりぼっちだ。そして、みんな、愛あい子こさんのうちに来きて、いっしょにごはんを食たべると、元げん気きになる。

　あたしもそうだった。ここに来きてから、ずいぶん元げん気きになれたし、心こころが軽かるくなって、毎まい日にちが楽たのしくなった。学がっ校こうでひとりぼっちでいることも、前まえほど気きにならなくなっている。

　だけど、あたしより、みんなのほうがずっと傷きずついているように感かんじてしまう。

　あたしが元げん気きになれたように、毎まい日にちが楽たのしくなったように、ティナちゃんにも、リサちゃんにも、そうなってもらいたい。

　みんなでいっしょに料りょう理りをして、みんなでいっしょに食たべて、いろいろな話はなしをして、笑わらったり、泣ないたり、はげまし合あったりできたら……。

　だけど、みんながみんな、ここでくらすわけにもいかない。それじゃあ、愛あい子こさんが大たい変へんすぎる。だから、ここのような場ば所しょが、もっとあったらいいのに……。

「よし、できた！」

　ふいに、ヤマト君くんが言いった。

「うわっ、待まってました！」

　とびはねるようにいすから立たち上あがり、キッチンに向むかう。

　オーブントースターから出でてきた器うつわには、キツネ色いろに焼やかれたうす切ぎりりんごがきれいに重かさねてならべられている。とけたバターがりんごをつたってからみ合あう。

「うわー、おいしそう！」

　声こえをあげると、

「残ざん念ねんでした！　これはリサちゃんにあげるんです！」

　ヤマト君くんが言いった。

「でも、味あじ見みくらい……。」

　フォークを手てにいじきたなくねばると、

「じゃ、特とく別べつに一つだけならゆるしてやる。」

　ヤマト君くんはえらそうに答こたえる。

「やった！　では、いっただきま～す！」

　りんごをひと切きれ口くちの中なかに入いれると、シナモンバターの風ふう味みとりんごのあまずっぱさが口くちいっぱいに広ひろがった。

「うん、おいしー！　焼やき色いろといい、香かおりといい、味あじといい、すばらしー！」

　そこに愛あい子こさんが入はいってきた。

「今こん夜やは、リサちゃんに泊とまってもらうことにしたの。この時じ間かんに起おこしたら、ちょっとかわいそうでしょ。明日あしたの朝あさ、ママがむかえに来くるって。」

「そっかー、よかったー！」

「リサちゃんちね、リサちゃんが四歳さいのときにパパが亡なくなって、ママはひとりで大たい変へんらしいの。

　仕し事ごともなるべく早はや番ばんにしているそうなんだけど、週しゅうに三みっ日かか四よっ日かくらいは、きょうみたいに遅おそ番ばんになっちゃうこともあるんですって。

　だから、おそくなる日ひは、うちであずかってもいいですよって言いったんだけど、それは申もうし訳わけないって、ずいぶんえんりょされてたわ……。」

「うちのおやじとは、ぜんぜんちがうな。」

　ヤマト君くんがボソッとつぶやく。

「とにかく協きょう力りょくできることがあったら、してあげたいわ。あんたたちもよろしくね。それより、もうおそいわ。早はやく寝ねなさい。」

　愛あい子こさんが話はなしを終おえようとしたとき、あたしは切きり出だした。

「あのね、まだ思おもいつきなんだけど、リサちゃんやティナちゃんみたいな人ひとたちが、みんなでいっしょにごはんを食たべる場ば所しょを作つくるって、むずかしい？」

「えっ、どういうこと？」

「だからね、今いまみたいな感かんじなんだけど、もっと、みんなの食しょく堂どうっていうか、カフェっていうか……。とにかくそういう場ば所しょ。」

「だれがやるの？」

　愛あい子こさんは、しげしげとあたしを見みた。

「たとえば、あたし、とか……。」

　なんとなくヤマト君くんに目めを向むける。

「えっ、おれも？」

　ヤマト君くんは目めを丸まるくする。

「たとえば、の話はなし。」

　反はん対たいされないように、すばやく答こたえる。

「そうね、ハナビの提てい案あんは、すばらしいと思おもうわ。だけど、二人ふたりや三人にんじゃないわけでしょ。何なん人にんも集あつまって、いっしょにごはんを食たべるなら、それなりにお金かねがかかるし、ごはんを作つくる人ひともいるじゃない。

　わたしだって、そういうことは大だい好すきだし、なんとか協きょう力りょくしてあげたいけど、イラストの仕し事ごとと、夕ゆう方がたまでのカフェとで、かなりキツいのが現げん実じつなの。」

「うん。そうだよね……。」

「だから、ハナビの、そういう場ば所しょを作つくりたいって気き持もちは、これからも持もち続つづけて、いつか実じつ現げんすればいいんじゃない？　あせることないわ。」

「うん……。」

　愛あい子こさんが言いうことは、ぜんぶそのとおりだと思おもう。だけど、口くちに出だしてしまったら、どうしてもやりたくなってしまった。

　なにか、いい方ほう法ほうはないのかなあ。




　翌よく日じつ、学がっ校こうに行いっても、頭あたまの中なかは、『みんなが集あつまって、ごはんを食たべる場ば所しょ』のことでいっぱいだった。

　体たい育いくの時じ間かんに、ヤヤコたちにからかわれたみたいだけど、それさえ覚おぼえていないほど、ほかのことはなにも気きにならない。

　なにかに夢む中ちゅうになるって、まわりのことがあまり気きにならなくなるってことなのかな。夢む中ちゅうになれるものがあったら、少すこしは強つよくなれるのかな？

　授じゅ業ぎょうが終おわるや、ティナちゃんがあたしの教きょう室しつにやってきた。

「いっしょに帰かえろ。」

「あっ、う、うん……。」

　ティナちゃんと二人ふたり、教きょう室しつを出でようとすると、

「見みて！」

　ヤヤコが声こえをあげた。

「三組くみと一組くみのきらわれ者もの同どう士しだよ。」

　ヤヤコといっしょにいた子こたちは、大おお声ごえで笑わらう。

　ティナちゃんはツンとあごを上あげ、ヤヤコをにらみつけて教きょう室しつを出でた。
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　学がっ校こうの外そとに出でると、ティナちゃんは、

「きのうはありがと。すごく楽たのしかった。」

と切きり出だした。

「ちょっと相そう談だんがあるんだけど、どこかに、よっていかない？」

「うん。あたしも相そう談だんしたいことがあるの。」

ということで、ティナちゃんとあたしはハンバーガーショップに入はいった。

　学がっ校こうでは禁きん止しされてるから、子こども同どう士しで入はいるのははじめてで、あたしはまわりを見み回まわしながら、ドキドキしている。ティナちゃんは、なれている感かんじだ。

「相そう談だんって？」

「わたしさ、ほんとは、きょうもまた愛あい子こさんちに行いきたいなって思おもってるの。でも、いくらなんでも、毎まい日にち行いくわけにもいかないじゃない。だから、考かんがえたんだけど、わたしも愛あい子こさんちに下げ宿しゅくさせてもらえないかと思おもって……。」

「えっ！」

　おどろくあたしの顔かおをのぞきこむように、ティナちゃんは、

「家や賃ちんはちゃんとはらうから。むり？」

とたずねる。

「それは……。愛あい子こさんに聞きいてみなきゃわからないけど、正しょう直じき言いうと、空あいてる部へ屋やはもうないの。」

　あたしが言いったとたん、ティナちゃんはがっかりした表ひょう情じょうになり、

「そうだよね……。」

とさびしそうに言いった。

　ティナちゃんが言いったことは、思おもいがけず、あたしがきのうから考かんがえていることに近ちかいものだった。

「あたしもね、きのう考かんがえたの。」

　きのう、ティナちゃんを送おくったあと、公こう園えんでひとりでブランコに乗のっているリサちゃんに会あったこと。それからリサちゃんを連つれて帰かえったこと。リサちゃんも夜よる、ひとりぼっちということ。

　自じ分ぶんのことやヤマト君くんやティナちゃんのこともきっかけになって、カフェのような、みんなでいっしょにごはんを食たべられる場ば所しょを作つくれたらいいなって思おもったことなどを話はなした。

「それ、いい！　ぜったい、いい！」

　ティナちゃんのくもり顔がおが、いっきに晴はれ上あがる。

「ただね、お金かねのこととか、いろんな問もん題だいがあって……。」

　今こん度どは、あたしの顔かおがくもる。

「だめだめ。かんたんにあきらめちゃ。しっかり考かんがえようよ。」

　ティナちゃんは、すっかりノリノリで、注ちゅう文もんしたハンバーガーにガブリとかじりついた。





11　夜よるカフェ







「なんとか愛あい子こさんを説せっ得とくすべきよ。」

　ティナちゃんは、ずばり、言いった。

「そりゃ、やっぱり愛あい子こさんがいちばんよね。」

　もちろん、あたしだってそう思おもう。

「うちの親おやはまったく当あてにならないけど、ハナビちゃんの親おやとかは？　だって、あなたのママは愛あい子こさんのお姉ねえさんなんでしょ？」

「それはそうだけど……。」

　パパとママの顔かおを思おもいうかべる。パパもママも、愛あい子こさんちにちょくちょく顔かおを見みせるし、ゴールデンウィークは二人ふたりで旅りょ行こうしてたし、それなりに仲なか良よくやっている感かんじだ。

　雰ふん囲い気きは悪わるくない。むしろ、あたしがうちを出でたことで、なんとか二人ふたりの関かん係けいを修しゅう復ふくしようとしているようにも見みえる。

　それはそれで、うれしいことだけど、あんなに生なま意い気き言いって、うちを出でてきちゃって、まだ一か月げつにもならないっていうのに、またまたお願ねがいっていうのもなあ……。

　あたしのそんな思おもいを見みぬいたように、ティナちゃんは言いう。

「ハナビちゃんの気き持もち、わかるわ。わたしだって、親おやに協きょう力りょくをたのむなんて、死しぬほどいや。なにをかくそう、わたしは俳はい優ゆうの湯ゆ島しま香か織おりと佐さ山やま勇ゆう介すけの娘むすめ。そのことで、わたしがどれほど苦く労ろうしたと思おもう？

　小しょう学がっ校こうは私し立りつの女じょ子し校こうだったけど、スキャンダル女じょ優ゆうの娘むすめとか言いわれて、すごくいじめられた。だから中ちゅう学がくは公こう立りつにしたのに、やっぱりいじめにあってる。」

「あたしは逆ぎゃくだったよ。私し立りつにさえ入はいれば、いじめからのがれられると思おもってた。」

　愛あい子こさんは私し立りつに行いったからって、のがれられるとはかぎらない、みたいなことを言いってたけど。ほんとうにそうなんだ……。

「そりゃそうだよね。どこに行いっても、いじわるな子こはいるんだし……。

　それに、パパとママは三年ねん前まえに離り婚こんしたけど、毎まい週しゅうのようにワイドショーとかでスキャンダルの連れん続ぞくだもん。

　パパは遊あそびまくってるみたいだし、ママだって、海かい外がいロケだの、地ち方ほうでの撮さつ影えいだのって、ほとんどうちにいない。わたしだって、あんな家いえ、うんざりよ。」

　そうだったんだ……。

「だから、みんなでいっしょに、ごはんが食たべられる場ば所しょができるなんて、夢ゆめのようだわ。ね、ぜったいに実じつ現げんさせようよ。」

「そうね。そうだよね！」

　思おもわずこぶしをにぎった。心こころ強づよい味み方かたができて、うれしくなった。ティナちゃんの声こえにも力ちからが入はいる。

「じゃあ、まずは愛あい子こさんに相そう談だんしてみるしかないわね。場ば所しょは、どう考かんがえても、あのカフェしかないでしょ。」

「うん。じゃ、今いまから行いこうか。」

　ティナちゃんと話はなしているあいだに、結けっ局きょくはふりだしにもどり、愛あい子こさんに相そう談だんにのってもらうことにした。ゆうべ、「あせらないで。」って言いわれたばかりだけど……。




　愛あい子こさんちに着ついたのは、ちょうどカフェの閉へい店てん時じ間かんで、愛あい子こさんと早さ紀きちゃんは、あとかたづけの最さい中ちゅうだった。

「あら、ティナちゃん、さっそくまた来きてくれたのね。」

　愛あい子こさんは笑え顔がおでむかえる。

　ティナちゃんは、早はやく話はなせとばかりに、あたしのこしのあたりをひじでつっついた。

　あたしは、カウンターの向むこうにいる愛あい子こさんのほうに近ちかづいていく。

「あのね、ゆうべ話はなしたこと、ティナちゃんにも話はなしたの。愛あい子こさんはあせらないでって言いったけど、やっぱりどうしても作つくりたい。みんなが集あつまって、いっしょにごはんを食たべられる場ば所しょを。だから、もう一いち度ど相そう談だんにのってくれないかな。」

「わたしもね、あのあと、いろいろと考かんがえたのよ。この店みせ、五時じで閉へい店てんでしょ。それからは空あいているわけだし、ハナビが言いった場ば所しょに使つかえるんじゃないかって。ただ……。」

　コーヒーカップをふきんでふきながら、愛あい子こさんは考かんがえ考かんがえ、ゆっくりと話はなす。そこへ背はい後ごにいたティナちゃんが口くちを出だす。

「わたし、料りょう理りだって勉べん強きょうします。なんだってします。それくらい、ここに来きたいの。もう、ひとりぼっちはいや。

　わたし、ずっと友ともだちができなかったから、ハナビちゃんと会あえてうれしいし、だからいっしょになにかやりたいの。お願ねがいします！」

　まるでさけぶような言いい方かただった。あらためて、長ながいあいだのティナちゃんの孤こ独どくが伝つたわってくる。

「あたしからもお願ねがい。ちゃんとルールも作つくるし、なんでも愛あい子こさんに相そう談だんする。どうかやらせてください！」

　深ふか々ぶかと頭あたまを下さげると、ティナちゃんも同おなじように頭あたまを下さげた。すると、ずっとだまっていた早さ紀きちゃんが、宣せん言げんするみたいに声こえをあげる。

「愛あい子こさん、わたしも手て伝つだいます！」

「もうっ、あんたたちって、おかしいんだからっ。」

　愛あい子こさんは笑わらいだした。涙なみだを流ながしながら笑わらった。

「なんだか、わたし、物ものわかりが悪わるい、がんこババアみたいじゃないの。」

「そんなこと……。」

　言いいかけて、あたしも笑わらった。ティナちゃんも早さ紀きちゃんも笑わらいだした。

「そうそう、そんなふうに笑え顔がおで、楽たのしくやりましょうよ。そのほうが、ここに来くる人ひとたちも喜よろこぶんじゃない？」

　愛あい子こさんが言いった。




　結けっ局きょく、その日ひは、そのまま作さく戦せん会かい議ぎということになり、お母かあさんに連れん絡らくを入いれたティナちゃんは泊とまっていくことになった。

　みんなで夕ゆうごはんを作つくりながら、食しょく事じしながら、ずっとカフェについて話はなし合あった。食しょく事じが終おわったころ、ヤマト君くんもバイトから帰かえってきて、話はなし合あいに加くわわる。

　話わ題だいは、ちょうどお金かねのことになったところだった。

「金かねなら、うちのおやじに出ださせればいいよ。」

　ヤマト君くんが言いった。

「おやじのやつ、おれがここにいることを、ものすごく喜よろこんでて、愛あい子こさんに食しょく費ひをわたしたいって言いってたくらいだから。」

　くやしそうな表ひょう情じょうのヤマト君くんに、愛あい子こさんは言いう。

「お父とうさんなりの愛あい情じょうかもしれないわよ。ヤマト君くんにとっては、こっちにいるほうが幸しあわせなんじゃないかって思おもわれたのかもしれない。だから、あまり悪わるくとっちゃダメよ。」

「そんなことない！　おやじは自じ分ぶんたちが幸しあわせなら、それでいいんだ！」

　ヤマト君くんが投なげつけるように言いった。

　だれもが息いきをのみ、その場ばはしんとなった。沈ちん黙もくをやぶったのは、ティナちゃんだ。

「わたし、わかるなあ、ヤマト君くんの気き持もち。うちだって、同おなじだもん。どう考かんがえても、子こどものことを考かんがえているなんて思おもえないよ。うちこそ親おやがお金かねを出だせばいいんだわ。」

「ちょっと待まってよ。二人ふたりして、お金かね、お金かねって……。」

　愛あい子こさんはため息いきをつく。

「そりゃ、二人ふたりとも、親おやで苦く労ろうしていることはわかるわ。わたしだって、親おやとはいろいろあったもの。

　姉あねはずっと優ゆう等とう生せいだったし、なにをするのも積せっ極きょく的てきで、まわりの人にん気き者ものだったから、両りょう親しんともに姉あねにはあまかった。『お姉ねえちゃんを見み習ならえ。』って、ずいぶん言いわれたものよ。」

　愛あい子こさんが言いう〝姉あね〟とは、あたしのママのことだ。知しらなかった。そういう姉し妹まいだったなんて……。

「だからね、わたしはすごくひがんで、親おやとはなれたくてね、必ひっ死しにバイトしてお金かねをためて、大だい学がく卒そつ業ぎょうしてすぐひとりでイギリスに行いっちゃったの。

　イギリスにいるあいだに父ちちが亡なくなったんだけど、帰かえってみたら、わたしあての長ながい手て紙がみがあって、それを読よんだら、父ちちは、いつもボーッとしてて、なにを考かんがえているかわからないわたしのことを、ほんとうに心しん配ぱいしてくれてたんだってことがわかったの。

　親おや子こって、近ちかすぎて、かえって、なかなかわかり合あえないものなのかもしれないわ。親おやとはいっても、ひとりの人にん間げんなんだし……。

　だから、わたし、親おやとか親しん戚せきとか、そういうの関かん係けいなく、いろんな人ひとと出で会あって、いっしょにごはんを食たべるのが大だい好すき。わたしがいちばん大たい切せつにしていることなの。だから、あなたたちに出で会あえて、とーってもうれしいの。」

　愛あい子こさんが話はなし終おえたとき、ティナちゃんがそっと涙なみだをぬぐったのが目めに入はいった。

　あたしだって、なんだかグッときてる。あたしが知しらなかったママと愛あい子こさんの関かん係けい、おじいちゃんやおばあちゃんのこと……。

　みんな、いろんなことがあって、生いきているんだなって思おもう。外そとから見みただけじゃわからない。それでも、こうして出で会あえるって、なんてステキなんだろう。

「あらあら、よけいな話はなしをしちゃったわね。」

　愛あい子こさんは、てれくさそうに笑わらい、話わ題だいをもどした。

「あなたたちが作つくりたいと思おもっているのは、あくまで、みんなで集あつまって、いっしょにごはんを食たべる場ば所しょだよね。

　ひとりで食たべるより、みんなといっしょのほうが楽たのしいって思おもったからよね。その気き持もちが、わたしはうれしかったし、それなら協きょう力りょくしようじゃないのって思おもったのよ。だから、だれかのお金かねを当あてにするのはやめましょうよ。みんなでがんばろ！」

「うん、がんばる！」

　あたしが力ちからをこめて言いうと、

「わかった……。」

　ティナちゃんが静しずかに答こたえる。

「おれ、八やつ当あたりみたいなこと、言いっちゃって……。」

　ヤマト君くんがあやまろうとすると、愛あい子こさんはすぐにさえぎり、

「いいのよ。ときどき発はっ散さんしないとね。自じ分ぶんひとりでためておくのは良よくないわよ。」

と元げん気きよく言いい、話はなしを続つづけた。

「材ざい料りょう費ひがいちばん問もん題だいだけど、近きん所じょに畑はたけを作つくっているおじいさんがいて、売うるわけじゃないから、いくらでもあげるって言いわれたことがあるの。そのおじいさんにも協きょう力りょくしてもらったら、どうかな。

　それから、はじめは、うちのカフェに張はり紙がみをして、近きん所じょの子こどもたちに来きてもらうっていうのはどう？」

「子こどもって、何なん歳さいくらいまでかなあ？」

　ティナちゃんが言いうと、

「はじめは、小しょう学がく生せいを数すう人にんって感かんじ？」

と早さ紀きちゃん。

「えーっ、中ちゅう学がく生せいはダメなの？　だったら、わたしはアウトってこと？」

　ティナちゃんが不ふ満まんそうに口くちをとがらせると、すかさず愛あい子こさんが言いった。

「なに言いってるの。ティナちゃんはハナビ同どう様よう、言いいだしっぺのひとりなんだから、スタッフとして働はたらいてもらうわよ。」

「スタッフって、なにすんの？」

「料りょう理り作つくったり、子こどもたちと話はなしたりするのよ。わっ、ちょっとワクワクするわね。」

　愛あい子こさんはすでに楽たのしそうだ。あたしはずっと気きになっていたことを口くちにする。

「子こどもたちに、お金かねをはらってもらうの？」

「そこなのよね～。基き本ほん的てきにはもらいたくないでしょ。でも、まったくもらわないっていうのも、もしも人にん数ずうが増ふえていったとき、続つづけられなくなる可か能のう性せいもある。だから、たとえば、ひとりで夕ゆうごはんを食たべている子こからスタートして、ひとり百円えんにするとか……。」

　愛あい子こさんの意い見けんに、ヤマト君くんが賛さん成せいする。

「そのほうがいいと思おもう。タダだと、かえって気きがねするかもしんねえし。おれだって、愛あい子こさんが食しょく費ひもなにもいらないって言いうから、ちょっとえんりょしてたんだ……。」

「あら、そうだったの!?」

　愛あい子こさんは、のんきそうな声こえをあげる。

　こんなふうにして話はなし合あいは進すすみ、だいたいのことは決きまった。

　開かい店てん時じ間かんは、毎まい週しゅう水すい曜よう日びの六時じから八時じまで。

　料りょう理りの担たん当とうは早さ紀きちゃん、ヤマト君くん、イラストの仕し事ごとのしめきりがせまってないときは愛あい子こさん。もちろん、ティナちゃんとあたしも、猛もう練れん習しゅうする。

　料りょう理りを運はこんだり、子こどもたちと話はなしたりするのは、ティナちゃんとあたしだ。はじめは、小しょう学がく生せいのみ数すう人にん。

　その夜よるは、あたしの部へ屋やで、ティナちゃんとふとんをならべて寝ねる。

「ねえ、ＬＩＮＥライン教おしえてくれない？　わたしたち、クラスも別べつ々べつだからすぐに連れん絡らく取とれるようにしようよ。」

　ティナちゃんが、今いま入はいったばかりのふとんから起おき上あがって言いった。

「うん、もちろん！」

　あたしも飛とび起おきて、スマホを取とり出だす。親おや以い外がいでは、はじめての「友ともだち」登とう録ろくに、なんだかウキウキしてしまう。

　もうずっと仲なか良よしだった気きがするのに、まだ話はなしをするようになってから二ふつ日かしかたっていない。ＬＩＮＥラインの交こう換かんをすると、あたしたちはまたふとんにもぐった。

「ふしぎだよね……。まさかティナちゃんと、ＬＩＮＥラインでつながったり、こうしていっしょに寝ねるなんて、夢ゆめにも思おもわなかった。」

　となりにティナちゃんの息いきづかいを感かんじながら言いう。

「わたしも今いま、それ、考かんがえてたとこ。ちょっと前まえはよけいなおせっかいする子こだとしか思おもってなかったのにね。でも、なんだかわたしの人じん生せいが変かわるような予よ感かんさえするの。ハナビちゃんのおかげ。」

「たまたまだよ～。」

　てれくさくて、ちょっとだけふとんをかぶった。

「あとね、愛あい子こさんの笑え顔がおにも救すくわれた。うちのママは女じょ優ゆうだから作つくり笑わらいは上じょう手ずだけど、愛あい子こさんのは、ホンモノの笑え顔がおだわ。なんか、毛もう布ふみたいなあったかいものにくるまれているような……。」

「そうだよね～。なんかあの笑え顔がおを見みると、安あん心しんするよね～。ちょっとドジなところもね！」

　天てん井じょうに、愛あい子こさんの笑え顔がおを、思おもいうかべた。

「そうだ、カフェの名な前まえ、考かんがえなきゃね。」

　ティナちゃんが、言いった。

「そうだった。名な前まえはあたしたちにまかせるって言いわれたんだもんね。う～ん、なにがいいかなあ。」

「子こどもカフェ。な～んて、よくありそうだよね～。」

　ティナちゃんは、う～んとうなりながら目めをつぶって悩なやんでいる。あたしも天てん井じょうをにらみつけながら考かんがえる。

「カフェ……。夜よるに開かい店てんするカフェ……。」

「それよ、ハナビちゃん。それ！」

　ティナちゃんは、ガバッとふとんから飛とび起おきて、興こう奮ふんぎみに言いう。

「えっ？」

　あたしも、ふとんからはね起おきた。

「夜よるのカフェ、夜よるカフェよ！」

「夜よるカフェねー。」

「ちょっと大人おとなっぽい感かんじが、いいんじゃない？」

「うん、いいかも！」

　あたしはポンと手てを打うった。





[image: ]





12　準じゅん備びオッケー







　愛あい子こさんのカフェに、『子こどもたちの食しょく堂どう──夜よるカフェ。近きん所じょの小しょう学がく生せいで、ひとりで夕ゆうごはんを食たべることが多おおい子こ募ぼ集しゅう中ちゅう！』と書かいた紙かみをはった。

　募ぼ集しゅうをしているあいだ、あたしはランチョンマットやコースターなどを手て作づくりしたり、ティナちゃんといっしょに、愛あい子こさんたちから料りょう理りを習ならう。これがもう、大たい変へん！

「ちがう！」

　ヤマト君くんの大おお声ごえに続つづいて、

「もう、わかってるんだから。」

　ティナちゃんの反はん発ぱつの声こえがあがる。

「だったら、やってみな。」

「やればいいんでしょ。やってやるわよ。」

　食しょく卓たくで、ランチョンマットを作つくってるあたしは、手てを止とめ、

「あの～。ちょっとうるさいんですけど……。」

　二人ふたりに声こえをかける。

「だって、ヤマト君くんがごちゃごちゃ言いうから……。」

「ごちゃごちゃ？」

「はいはい。はいはーい！」

　ティナちゃんは大おお声ごえを出だす。

　あたしはおかしくてたまらない。まるで兄きょう妹だいゲンカみたいなんだもん。

「笑わらってる場ば合あいじゃないだろ。」

　ヤマト君くんの怒いかりのほこ先さきが、あたしに向むけられた。

「はいはーい！」

　ティナちゃんに負まけないくらいの大おお声ごえで答こたえる。

　毎まい日にち、ヤマト君くんのきびしい料りょう理り指し導どうが続つづく。ティナちゃんは反はん発ぱつしながらも、最さい終しゅう的てきには、たよっている。

　もちろん、あたしだってビシバシ怒おこられる。それでも、一いっ生しょう懸けん命めいに教おしえてくれようとするヤマト君くんを見みていると、素す直なおになれる。




　そうしているうちに、五月がつも終おわりに近ちかづいてきた。

　青あおを中ちゅう心しんにした布ぬのと、赤あかを中ちゅう心しんにした布ぬのを組くみ合あわせた、二種しゅ類るいのパッチワークのランチョンマットは三十枚まい仕し上あがり、アクリル毛け糸いとで編あんだカラフルなコースターは四十枚まいできた。子こどもたちは喜よろこんでくれるかな？

　夜よるカフェに参さん加かするメンバーに、最さい初しょに決きまったのはこの前まえここに来きたリサちゃんだ。

　ほかにも、五、六人にんの親おやが希き望ぼうしてきたみたいだけど、愛あい子こさんはその子こたちの家いえからカフェまでの距きょ離りや、希き望ぼうした理り由ゆうなどを聞きき、慎しん重ちょうに選えらんでいる。

　そんなある日ひのこと、閉へい店てん間ま際ぎわのカフェに、ひとりの男おとこの人ひとがたずねてきた。

　あたしとティナちゃんは、夜よるカフェの開かい店てんに向むけて、足たりないものはないか、チェックしているところだった。

　その人ひとは、カフェに入はいってくるなり、

「ヤマトがお世せ話わになって……。」

と深ふかく頭あたまを下さげた。

　ヤマト君くんのお父とうさんだ！　そう思おもったとたん、あたしの胸むねがドクンとはずむ。ヤマト君くんはお父とうさんに対たいして、あんなに怒おこっていたけど、やさしそうな人ひとに見みえる。

　愛あい子こさんは自じ宅たくのリビングに案あん内ないした。それからのあたしは、なにも手てにつかず、

「ヤマト君くんのこと気きになるんでしょ。愛あい子こさんといっしょにリビングにいれば？」

とティナちゃんに、ニヤニヤしながら言いわれてしまった。

「えっ？」

　聞ききかえしても、ティナちゃんはニヤニヤするばかりだ。

　それからしばらくして、自じ宅たくの玄げん関かんのドアがバタンとしまる音おとがした。カフェをのぞきこんだヤマト君くんに早さ紀きちゃんが自じ宅たくの方ほうを指ゆび差さす。ヤマト君くんにも連れん絡らくがいったのかもしれない。ますます気きになる……。

　とちゅう、早さ紀きちゃんは、リビングにコーヒーを運はこんでいった。そして、もどってくるなり、小こ声ごえながら早はや口くちで言いう。

「ヤマト君くんのお父とうさん、どうやら外がい国こくのどこかに転てん勤きんになるみたいよ。ヤマト君くんにもいっしょに来こないか、みたいなことを言いってた。」

「ええ──っ！」

　悲ひ鳴めいのような声こえをあげた。

　ヤマト君くんが、外がい国こくに行いっちゃうかもしれない……。そう思おもうと、胸むねの奥おくがしくしくいたむ。

「だいじょうぶよ、ハナビ。」

　いつしかあたしの名な前まえを、よびすてにするようになっていたティナちゃんが、あたしの肩かたに手てを置おいた。

「あのヤマト君くんだよ。ご両りょう親しんのことを怒おこってるヤマト君くんが、その人ひとたちといっしょに行いくわけないじゃない。」

「あっ、うん。そ、そうだよね。」

　答こたえながらも、胸むねがバクバクしている。

　ヤマト君くんと、このうちでいっしょに生せい活かつするようになってから約やく一か月げつ。

　最さい初しょはこわくてたまらなかったのに、ヤマト君くんがそばにいることが、だんだん楽たのしいと感かんじるようになっていた。だから、ヤマト君くんがいなくなっちゃうのは、すごくさびしい。

　だけど、お父とうさんが帰かえられたあとも、ヤマト君くんの様よう子すにまったく変かわりはなく、いつもどおり料りょう理りのレッスン中ちゅうは、どなり声ごえがひびいた。




　六月がつに入はいり、愛あい子こさんが話はなしていた近きん所じょのおじいさんが、たくさんの野や菜さいをとどけてくれた。ようやく準じゅん備びもととのい、参さん加かするメンバーも決きまった。

　親おや御ごさんに送おくられて来くるのは、小しょう学がく一年ねん生せいの男おとこの子こと、二年ねん生せいの女おんなの子こ。ひとりで来くるのは、二年ねん生せいの女おんなの子こと、三年ねん生せいの男おとこの子こ、そして三年ねん生せいのリサちゃんだ。

　いよいよはじめての夜よるカフェの日ひ。開かい店てんする六時じ前まえには、もう全ぜん員いんそろった。

　第だい一回かいのメニューは、ハンバーグとサラダ、そしてスープだ。ヤマト君くんが作つくったハンバーグにかけるデミグラスソースは、味あじ見みしたけど、めちゃくちゃおいしい。

　手て作づくりのランチョンマットをそれぞれのテーブルにしき、その上うえにハンバーグをのせた皿さらと、ごはんとスープを置おく。

　サラダとスープは早さ紀きちゃんとヤマト君くんの指し導どうで、あたしとティナちゃんが作つくった。あたしたちもそれぞれのテーブルにつく。

　ヤマト君くんは男おとこの子こチームに、ティナちゃんとあたしは女おんなの子こチームに。そして愛あい子こさんと早さ紀きちゃんは、全ぜん員いんを見み守まもってくれている。

　最さい初しょは緊きん張ちょうしていた子こどもたちも、

「わあ、おいしー！」

「おいしいね～。」

と言いい合あいながら、食しょく事じが進すすむにつれ、口くちも軽かるくなってくる。

「あーっ、このお兄にいちゃん、料りょう理りするんだって。男おとこのくせに料りょう理りだって！」

　三年ねん生せいの男おとこの子こが、ヤマト君くんを指ゆび差さして言いう。坊ぼう主ず頭あたまがよく似に合あってる。

「なに言いってんだ。そんなの、もう古ふるい考かんがえだぞ。今いまは男おとこもちゃんと料りょう理りする時じ代だいなんだから。」

　男おとこの子この坊ぼう主ず頭あたまをグリグリなでながら、ヤマト君くんが言いいかえす。

「えーっ、うそだ～い！」

「うそじゃないよ。ちゃんと料りょう理りができる男おとこになれば、女おんなの子こにもてるかもしれないぞ。」

「ほんとー？」

「うん。お兄にいちゃん、うそ、つかな～い！」

　リサちゃんがクスクス笑わらいながら、あたしに耳みみ打うちする。

「あの子こ、リサと同おなじクラスなの。授じゅ業ぎょう中ちゅうもいつもふざけてばかりで、しょっちゅう先せん生せいに怒おこられてるの。」

「そうなんだ……。リサちゃんは先せん生せいのお話はなし、ちゃんと聞きいてるの？」

「ううん。よく寝ねちゃってる。」

「あっ、あたしと同おなじだ。」

「えっ、ハナビちゃんも？」

「うん。学がっ校こうじゃ、寝ねてるか、ボーッとしてるか、どちらかだな。」

　リサちゃんは、あたしの顔かおをじーっと見みていたが、

「いじめられない？」

と聞きいてきた。ドキッとしたけど、

「そうなの。いじめられるよ。」

　正しょう直じきに答こたえる。





[image: ]





「ふうーん。学がっ校こうじゃ、みんなと合あわせておいたほうがいいみたいだよ。」

　リサちゃんが、かしこそうな表ひょう情じょうで言いうと、すぐにティナちゃんが、口くちをはさむ。

「それができれば、苦く労ろうしないんだけどな。」

「ティナちゃんも、いじめられてるの？」

　リサちゃんは意い外がいそうな顔かおをする。

「わたし、クラスの人ひととは、ぜんぜん話はなしとか合あわせようとしないから、生なま意い気きに見みえるんじゃないのかなあ。」

　ティナちゃんは長ながい髪かみを手てでゆっくりとかき上あげた。

「あっ、わかる。なんか、ちょっとえらそうに見みえるかも……。」

と、リサちゃん。それを聞きいたティナちゃんは、ふき出だした。

　話はなしははずみ、あっというまに時じ間かんがすぎた。

　午ご後ご八時じ。リサちゃんは帰かえりたくなさそうだったけど、約やく束そくは守まもることに決きめた。

　愛あい子こさんと早さ紀きちゃん、そしてヤマト君くんが子こどもたちを送おくっていく。

「早はやく来らい週しゅうにならないかなあ。」

　ヤマト君くんをからかった坊ぼう主ず頭あたまの男おとこの子こが言いい、ヤマト君くんに連つれられて、なんどもふりかえりながら帰かえっていく。

「次つぎはどんなごはんかなあ。」

　ほかの四人にんも口くち々ぐちに言いい、帰かえっていく。

　手てをふって見み送おくりながら、なんだか切せつない気き持もちになってきた。

　とっても楽たのしかったけど、なにかがチクリと胸むねをさす。

　特とく別べつなことを話はなすわけじゃない。特とく別べつな料りょう理りを食たべるわけじゃない。それなのに、いっしょにいると、どうして、なんでもない話はなしが、なんでもない料りょう理りが、かがやいてくるんだろう。

　どうしてはじめて会あった人ひとたちが、愛いとしく思おもえるんだろう。

　みんな、いろいろあっても、さびしくっても、一いっ生しょう懸けん命めいがんばっているんだってことがわかるから？　その姿すがたにはげまされるから？

　学がっ校こうでいじめられて、人にん間げん関かん係けいなんて、ないほうがいいって思おもってきた。そのほうが気きが楽らくだって。ヤマト君くんだって、ティナちゃんだって、きっとそう。

　人にん間げん関かん係けいが苦にが手てなあたしたちなのに、どうしてこんなことをしたくなったんだろう。





13　行いかないで！







　ジメジメした梅つ雨ゆが続つづくなか、毎まい週しゅう水すい曜よう日びの食しょく事じ会かいは、無ぶ事じに二回かい目めが行おこなわれた。

「もっと日ひにちを増ふやしてほしい。」「友ともだちを連つれてきたい。」という声こえがよせられるようになった。

　中なかには、あたしが作つくったランチョンマットやコースターの作つくり方かたを教おしえてほしいという子こもいて、夏なつ休やすみになったら、『ハンドクラフト教きょう室しつ』も開ひらく予よ定ていだ。

　ヤマト君くんの特とっ訓くんもあって、ティナちゃんやあたしの料りょう理りのうでも、愛あい子こさんによると、「かなり進しん歩ぽしているわ。」ということで、あたしたちもはりきっている。




　じっとりとした雨あめが降ふり続つづく金きん曜よう日びの夜よる、その日ひはティナちゃんの誕たん生じょう日びということもあって、愛あい子こさんをはじめ、みんなで料りょう理りのうでをふるう。

　メニューは、骨ほね付つきチキンの甘あま辛から煮にと焼やきポテトサラダ、そして鯛たいのサラダ。

「まず骨ほね付つきチキンをフライパンにならべて、きざんだショウガとニンニクを入いれるの。それから、今日きょうはこれを入いれましょう！」

　愛あい子こさんが得とく意い気げにキッチンの奥おくから出だしてきたコーラを見みせる。

「えー、コーラ？」

「そう。あまみとコクが出でるし、お肉にくもやわらかくなるのよ。鍋なべに、チキンがひたひたになるくらいまでコーラを注そそいだら、中ちゅう火びにかけて、落おとしぶたをして、十五分ふんくらい煮にるのね。

　チキンが煮にえたら、ふたを取とって、アクを取とり、しょうゆとお酒さけで味あじをつける。それからもう一いち度ど十分ぷんほど煮にこむんだけど、きょうはゆで卵たまごもいっしょに煮にこんじゃう。

　どう？　かんたんでしょ？　じゃ、ハナビ、やってみて。」

　手て作づくりのレシピブックに、作つくり方かたを書かき取とっていると、急きゅうにふられた。

「えーっ、ちょっと待まって愛あい子こさん！　早はやいよぉー。調ちょう味み料りょうの分ぶん量りょうをくわしく教おしえてください」

「うーん、感かん覚かくなのよね……」

　ん？　愛あい子こさんも感かん覚かくか。前まえに、ヤマト君くんもそう言いってたっけ。

「そこをなんとか！　ティナちゃんにおいしいって言いってほしいの！」

「わかったわ。えーっと、ニンニクとショウガは１片ぺんずつ。しょうゆは大おおさじ３で、酒さけが大おおさじ２くらいかなぁ。」

　大おお急いそぎでメモを取とる。よしっ、がんばるゾ！

　愛あい子こさんは、笑え顔がおであたしの肩かたをポンとたたいて言いった。

「ハナビ、たのんだわよ。じゃあ、ヤマト君くんは、いつか作つくってくれた焼やきポテトサラダをお願ねがいしてもいい？」

「オッケーです。」

「ね、ね、焼やきポテトサラダってなに？　どうやって作つくるの？」

　レシピブックを手てにたずねると、

「ひ、み、つ。」

　ヤマト君くんは得とく意い気げな顔かおで、ニヤッと笑わらう。

「もうっ！」

「ハナビ、ふくれっ面つらしてないで、早はやく取とりかからないと、ティナちゃん、来きちゃうわよ。」

　愛あい子こさんに言いわれ、本ほん日じつのメイン料りょう理りの骨ほね付つきチキンの甘あま辛から煮にに取とりかかる。たしかに作つくりだしてみると、それほどむずかしい料りょう理りではないんだけど、微び妙みょうな味あじ付つけが問もん題だいだ。

　最さい後ごに、しょうゆを少すこしだけ足たして味あじをととのえると、愛あい子こさんに味あじ見みをしてもらった。愛あい子こさんは、『バッチリよ！』って言いってくれたけど、ちょっと心しん配ぱい……。

　ヤマト君くんはすでに、ポテトサラダらしきものを焼やきはじめている。愛あい子こさんは、あっさりした鯛たいと水みず菜なのサラダを作つくっている。

　バースデーケーキを買かいに行いっていた早さ紀きちゃんが帰かえってきて、だいたいの用よう意いはととのった。

　あたしは、ティナちゃんへの誕たん生じょう日びプレゼントに、料りょう理りのときに使つかうエプロンを手て作づくりした。デニムの生き地じで、ふんわりしたジャンパースカート風ふうにして、こしのところに赤あかのペイズリー柄がらのリボンをつけた。おまけとして、残のこった布ぬので大おおきめのシュシュも作つくってみた。

　オシャレなティナちゃんが、気きに入いってくれるかなあ。

　いよいよティナちゃんがやってきた。テーブルの上うえは、すでにセッティングずみ。

「すごくいいにおいが、外そとまで流ながれてたわ。」

　ティナちゃんは、黒くろと白しろの格こう子し柄がらのストンとしたワンピースを着きていて、すごく大人おとなっぽい。

「なんだか、感かん激げきしちゃう。こんなこと、パパとママがまだいっしょにいて、ホテルのレストランに連つれてってもらって以い来らいだわ。」

　ティナちゃんは、緊きん張ちょうぎみに立たっている。

「さあ、真まん中なかにすわって。」

　愛あい子こさんに言いわれて、ティナちゃんは真まん中なかの席せきにつく。

　料りょう理りと、飲のみ物ものが運はこばれ、

「では、ティナちゃん、誕たん生じょう日び、おめでとう！」

という愛あい子こさんのひと声こえで、食しょく事じがはじまった。

　骨ほね付つきチキンの甘あま辛から煮にも、味あじがさらにしみこんですごくおいしくなっている。

　さらには、焼やきポテトサラダなるもののおいしいことといったら。こんなの食たべたことがない。ぜったいにヤマト君くんからレシピを教おしえてもらわなきゃ！

　愛あい子こさんの鯛たいと水みず菜なのサラダはあっさりしているけど、かむと口くちの中なかにうまみが広ひろがり、これまたおいしい。

　ティナちゃんも、キャーキャーと、うれしそうな声こえをなんどもあげながら食たべている。

　そうして、食しょく事じが終おわると、バースデーケーキのろうそくに火ひが灯ともされた。

　あたしたちはハッピーバースデーの歌うたを歌うたう。

「ティナちゃん、おめでとう～～!!」

　その場ばにいた全ぜん員いんから拍はく手しゅが起おこると、ティナちゃんの目めから涙なみだがこぼれた。

「やだ、もう。ろうそくの火ひがにじんで見みえる。」

　ティナちゃんは言いいながらも、いっきにろうそくに息いきをふきかけた。みんなでまた拍はく手しゅする。
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「ありがとうございます。」

　ティナちゃんは涙なみだを流ながしながら言いった。

「わたし、もしもここに来こなかったら、ぜったいグレてたと思おもう。学がっ校こうも家いえも、大だいきらいで、自じ分ぶんがいるところなんて、どこにもなかったから。

　でも、ハナビに会あって、ここに来こられて、みんなに良よくしてもらって……。ほんと、うれしい。ほんと、幸しあわせです！」

　あたしはティナちゃんに思おもいっきり拍はく手しゅを送おくりながら、思おもった。

　こんなにきれいで、お父とうさんもお母かあさんも俳はい優ゆうで、テレビや映えい画がにもばんばん出でている有ゆう名めい人じんの娘むすめなのに、今いままで幸しあわせじゃなかったなんて、だれが信しんじるだろう。

　最さい後ごにプレゼントをわたすと、ティナちゃんはとび上あがって喜よろこんでくれた。

「これ、エプロンじゃ、もったいないわ。わたし、お出でかけ用ようの服ふくにする！」

　ティナちゃんは実じっ際さいに着きて、ファッションショーのように、リビングを歩あるいてみせた。

　楽たのしい時じ間かんがすぎようとしていたとき、ヤマト君くんがあらたまった感かんじで、

「話はなしがあるんだけど……。」

と切きり出だした。その表ひょう情じょうが、とてもきびしいので、あたしの胸むねはどきどきする。

「じつは、おやじがロサンゼルスに転てん勤きんになって、いっしょに行いこうってさそわれた。環かん境きょうが変かわれば、今いまの母かあさんともうまくいくかもしれないって。なにより弟おとうとが、おれがいなくなって、すごくさびしがってるって……。

　最さい初しょはぜったいに行いくもんかって思おもった。だけど、おやじ、毎まい日にちメールで、ロスはこんなところだとか、いろいろ言いってきて……。前まえに愛あい子こさんに、父ちち親おやなりの愛あい情じょうかもって言いわれたけど、だんだんそうなのかもしれないって……。

　結けっ局きょくはおれ、にげてただけで、一いち度どもちゃんと向むき合あってこなかったんだって……。

　だから、すぐに日に本ほんにもどってきちゃうかもしれないけど、とにかく今いまはいっしょに行いってみようかなって……。」

「えっ！」

　思おもわず声こえが出でた。

　ヤマト君くんが行いっちゃう。遠とおいところへ……。

　ここから、ヤマト君くんがいなくなっちゃう……。

　その思おもいは黒くろい霧きりのように、あたしの心こころをおおってくる。

　そんなあたしの思おもいに気きづくはずもなく、ヤマト君くんは続つづけた。

「さっき、ティナちゃんが言いってたけど、おれだって、ここに来きてなかったら、どうなってたかわからない。ほんとに良よくしてもらって……、楽たのしくて……。

　こんなこと、自じ分ぶんに起おこるなんて、思おもってもみなかった。だから、夜よるカフェで、そう思おもえる子こどもたちが増ふえたらいいなって思おもう。おれ、ぜったい帰かえってきます。ダメだと言いわれても帰かえってきて、やっぱり夜よるカフェをいっしょにやりたい。

　だけど、そうするためにも、一いち度どはにげてきたものに向むき合あわなきゃいけないって、今いまはそう思おもうんです。」

　ヤマト君くんが言いい終おえたとき、愛あい子こさんが強つよく拍はく手しゅする。

「すばらしいわ、ヤマト君くん。ほんとにすばらしい。わたしたちは、もちろんさびしくなるけど、でも今いまは、ヤマト君くんの勇ゆう気きに拍はく手しゅだわ。」

「そうですよ。いよっ、ヤマトって感かんじ。」

　早さ紀きちゃんも言いい、愛あい子こさんといっしょに拍はく手しゅをする。ヤマト君くんは、てれくさそうだ。だけど、ふいに思おもい出だしたように、

「それから……。」

と言いって、愛あい子こさんに封ふう筒とうを差さし出だした。

「これ、めちゃくちゃ少すくないけど、今いままでの食しょく費ひです。そのために、バイトしてたんで、受うけ取とってもらえますか？」

「まあ！」

　愛あい子こさんは声こえをあげると、ふいにニッコリした。

「じつはね、ないしょにしてほしいって、たのまれてたんだけど、前まえにヤマト君くんのお父とうさんがいらしたとき、食しょく費ひにしてほしいとおっしゃって、お金かねを置おいていかれたのよ。

　だから、これはヤマト君くんにお返かえしするわ。せっかく一いっ生しょう懸けん命めいバイトしたんだもの。自じ分ぶんのために使つかってほしいわ。」

　愛あい子こさんがもどした封ふう筒とうを、ヤマト君くんはぼんやりながめている。きっと今いま、いろいろな思おもいがこみあげているんだ……。あたしだって……。

　ティナちゃんが、あたしを気きづかうように見みている。しかたなく、あたしはむりに笑えみをうかべた。




　泊とまっていくと言いってたティナちゃんが、急きゅうに帰かえると言いいだした。

「いつものように、ハナビとヤマト君くん、送おくってね。」

　ティナちゃんが言いったとき、すぐにわかった。ティナちゃんは、あたしとヤマト君くんが二人ふたりで話はなす時じ間かんを作つくってくれようとしたのだ。

　愛あい子こさんと早さ紀きちゃんに見み送おくられて、ティナちゃんはあたしたちと家いえを出でる。

　外そとに出でると、もう雨あめはやんでいて、空そらにはぼんやりと三み日か月づきが出でている。

　ティナちゃんを送おくるあいだ、だれもほとんど口くちを開ひらかない。

　あたしなんて、ちょっとでもなにか言いおうものなら、涙なみだが出でてきそうで、なにも言いえない。

　ティナちゃんを送おくった帰かえり道みちも、同おなじような状じょう態たいだった。

　ちょうど公こう園えんの前まえを通とおりかかったとき、ヤマト君くんはなにも言いわずに公こう園えんに入はいっていった。そして、このあいだリサちゃんが乗のっていたブランコに乗のる。

　あたしもとぼとぼついていき、となりのブランコにこしかける。

「ごめん。」

　ブランコをこぎながら、ヤマト君くんは言いった。

「おれだって、愛あい子こさんちにいるほうが、ぜったい楽たのしいって、わかってる。でも、今いまは、やっぱり行いかなきゃいけないって思おもうんだ。」

「わかってる……。」

「で、いきなりだけど、明日あした、愛あい子こさんちを出でる！」

「あ、明日あした？」

　あたしは半はん泣なきになりながら言いう。そ、そんなのって……。

「そう。いつまでもいると、行いけなくなる気きがして……。」

「う、うん……。」

「いろいろ、ありがとな。」

　ヤマト君くんはブランコをこぐのをやめて、あたしを見みた。

「おれ、おまえにも、すごく感かん謝しゃしてるんだ。最さい初しょは、ただのわがままなやつかと思おもってたけど、そうじゃなくって、せっかく直なおしたバッグをつきかえされても、怒おこるどころか、わざわざその子こをうちに連つれてきて……。

　おれだったら、ぜったいゆるさなかった。でも、そのおかげで、ティナちゃん、あんなに変かわったじゃないか。すげえことするんだなって、さすが愛あい子こさんの姪めいっ子こだって思おもったよ。なんか大たい切せつなことを教おしえてもらった気きがする……。」

「そ、そんなこと……。」

　もう言こと葉ばにならなかった。

「夜よるカフェのこと、たのむぞ！」

　うんと言いおうとして、また涙なみだがこぼれる。
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「そろそろ帰かえろうか？」

　ヤマト君くんはそう言いうと、いきおいよくブランコから飛とびおりた。あたしも、ゆるゆるおりる。涙なみだを見みられたくないから、歩あるきだしてからは、ずっと空そらを見み上あげてる。

　うかんでる三み日か月づきが、あたしの心こころのようにゆらゆらゆれる。

　いつからなんだろう。こんなに好すきになっていたのは……。

　最さい初しょはこわかったのに、自じ分ぶんでも気きづかぬうちに、ヤマト君くんはあたしの中なかで、大おおきくなっていた。

　愛あい子こさんちにいるのは、ほんとに楽たのしいけれど、もしもヤマト君くんがいなかったら、これほどまでに幸しあわせだっただろうか。

　どうして？　どうして今いまになって気きがつくの？　ニブいよ、ニブすぎる……。

　ほんとは言いいたいのに。行いかないでって。行いっちゃいやだって。

　言こと葉ばがのどの真まん中なかで、つまっている。息いきが苦くるしい。

　もう家いえが見みえてきた。カフェにも、ほんのりと明あかりが灯ともってる。

「じゃあな。」

　ヤマト君くんはあたしをふりかえり、そうひと言こと言いうと、二に度どとふりかえらずに、さっさと家いえの中なかに入はいっていった。




　次つぎの日ひ、目めが覚さめると、ヤマト君くんはもういなかった。

　リビングに行いくと、食しょく卓たくの上うえに、ぽつんと古ふるびたノートが置おいてある。

　中なかに、ロサンゼルスの街まち並なみを写うつした絵えはがきがはさんであった。その裏うらには──。

『ハナビへ　これは、亡なくなったオフクロのレシピノートだ。おれは、これを見みて、料りょう理りを覚おぼえたんだ。

　よかったら、参さん考こうにして。焼やきポテトサラダについても書かいてある。あれは、じつはイカの塩しおからが入はいってるんだ。それがおいしさの秘ひ密みつだよ。　大和やまと』




　ノートをめくりながら、新あらたな涙なみだが次つぎ々つぎにあふれた……。





（つづく）
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あとがき




　いよいよ新しんシリーズ、『夜よるカフェ』が始はじまりました。

　みんなで集あつまって、いっしょにごはんを食たべるって、いいなあっていう、わたし自じ身しんの体たい験けんから、この物もの語がたりが生うまれました。

　我わが家やには、たくさんの人ひとたちが出で入いりしています。年ねん齢れいはいろいろですが、毎まい日にち、七、八人にんはいるかな。

　そのみんなで、ワイワイ言いいながら、いっしょにごはんを作つくって、食たべる──。それがものすごく楽たのしいし、食しょく事じもすすみます。

　わたしより、う～んと若わかい人ひとたちの話はなしを聞きくのは、とっても参さん考こうになるし、刺し激げきにもなります。そういう中なかから物もの語がたりのヒントを得えたりします。

　そんな楽たのしさを伝つたえたいなって思おもって書かいたのが、今こん回かいの作さく品ひんです。

　どういうわけか、うちに集あつまる人ひとたちは、手て作づくりが大だい好すきというのが共きょう通つう点てん。バッグやアクセサリーなど、わりとかんたんに作つくってしまいます。

　ぶきっちょなわたしは、ただただ驚おどろくばかりです。

　自じ分ぶんで作つくったものって、こだわりもあるし、愛あい着ちゃくもわく。なにより、自じ分ぶんがほしいものを形かたちにできるって、ほんとにステキ。

　そうだ、それなら手て作づくりが大だい好すきな子こを主しゅ人じん公こうにしよう！と思おもい立たちました。

　すると、講こう談だん社しゃさんのほうで、『手て作づくりミーティング』を企き画かくしてくださいました。そうして集あつまってくれたみなさんが持もってきてくれた手て作づくりのものにビックリ。

　樹じゅ脂し粘ねん土どで作つくったパンと、それを売うるミニチュアの店みせ。フェルトで作つくったスマホケース、マリー・アントワネットの切きり絵えや、ぬいぐるみ、デニムのエプロンまで。

　みんな、小しょう学がく生せいと中ちゅう学がく生せいだったのに、すごく上じょう手ず。みずきちゃん、はるかちゃん、みひろちゃん、のえるちゃん、ゆきちゃん、ほんとうにありがとうございました。

　この物もの語がたりの主しゅ人じん公こうハナビも、今こん後ごいろいろなものを作つくっていく予よ定ていですが、みんなのように上じょう手ずにできるかどうか……。

　ハンドメイドのほか、お料りょう理りも、かんたんなものをのせたいと思おもっています。みんなが「自じ分ぶんも作つくってみようかな？」って思おもってくれたら、うれしいです。

　毎まい日にちのなにげないことで、もしも自じ分ぶんを変かえることができたら……。そんな願ねがいをこめて、『夜よるカフェ』をおとどけします。

　今こん回かい、イラストを担たん当とうしてくださったのは、たま先せん生せい。ほんとうにステキな人ひとたちを描かいてくださって、大だい感かん激げきです。これからもよろしくお願ねがいします。

　では、二巻かんもがんばりますので、どうか応おう援えんしてくださいね。





倉くら橋はし燿よう子こ　








この作品は書き下ろしです。







装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）

　広島県生まれ。上智大学文学部卒業後、出版社に勤める。その後、フリーの編集者、コピーライターを経て、執筆活動をはじめる。おもな作品に、『パセリ伝説（全12巻）』『パセリ伝説外伝　守り石の予言』「ラ・メール星物語」シリーズ、「魔女の診療所」シリーズ、「ドジ魔女ヒアリ」シリーズ、「ポレポレ日記ダイアリー」シリーズ、『生きているだけでいい！　馬がおしえてくれたこと』（いずれも講談社青い鳥文庫）、『風の天使エンジェル』（ポプラ社）などがある。





画家：たま

　岩手県出身。2009年、イラストレーターとして活動開始。初音ミクなどボーカロイドのイラストを数多く手がける。

　プリントシール機「プリプリンス」のキャラクターデザイン・イラストを担当。現在、４コマ漫画「豆しば学園」をコミックPASH！で連載中。青い鳥文庫には初登場！





本作品は、二〇一八年一〇月、小社より講談社青い鳥文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







夜よるカフェ①




二〇一八年一一月一日発行

倉くら橋はし燿よう子こ

©Yôko Kurahashi 2018


発行者　渡瀬昌彦

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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